
議芹

宮
崎
、
延
岡
両
市
長
選
と
都
城
市
議
選
（
定
数
但
）
、
宮
崎
市
議
補
選
（
被
選
挙
数

1
）
が
四
目
、
告
示
さ
れ
た
。
宮
崎
市
長
選
は
現
職
と
共
産
新
顔
に
よ
る

一
騎
打
ち
、
延

岡
市
長
選
は
3
期
目
を
目
指
す
現
職
に
、
前
市
議
会
副
議
長
と
通
信
会
社
社
長
の
新
顔
2

人
が
挑
む
構
図
と
な
っ
た
。
投
開
票
は
い
ず
れ
も
お
目
。

Eヨ喜主用

延
岡
市
長
選
に

3
氏

月曜日

産
業
振
興
策
な
ど
訴
え

2014年（平成26年）1月20日

延
岡
市
長
選
候
補
者

10比反宮崎三喜園圃圃iIF三宮．

届
け
出
順

い

わ

き

き

ま

乙

と

岩

崎

信

U
無
新

ネ
ッ
ト
通
信
会
社
長
・
行
政
監
視
市
民
団
体

・

代
表
マ
柳
川
高
マ
延
岡
市
北
川
町
長
井

-"" 
す

ど

う

ま

さ

は

る

首

藤

正

治

問

無

現
②

九
州
市
長
会
副
会
長
・
九
州
中
央
道
期
成
会

長
国
事
務
機
器
販
売
会
社
長
・・延
岡
J
C理

事
長
マ
京
大
工
学
部
マ
延
岡
市
大
京
町
3
丁

目

日

国

図

固

お

だ

た

だ

よ

し

小

田

忠

良

悦

無
新

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
理
事
国
市
副
議
長

．
設
計
会
社
長
・
東
海
中
P
T
A会
長
マ
芝

浦
工
大
工
学
部
マ
延
岡
市
大
野
町

園、
F
・
圃
圏
』

・4191 
・4193
-2-18 

・2806 
・4551
2必2-7

7
R
1a
t－
－
 

「が
ん
ば
ろ
う
」
と
拳
を
突
き
上
げ
る
支
持
者

年
齢
は
投
票
日
現
在
。
丸
囲
み
数

字
は
当
選
回
数
。
四
角
囲
み
政

党
は
推
薦
。
国
以
下
は
過
去
職
。

マ
以
下
は
出
身
校
と
住
所
。
経
歴

な
ど
は
原
則
と
し
て
候
補
者
の

回
答
に
基
づ
い
て
掲
載
し
て
い
ま

一
す

日
、
新
顔
で
前
市
議
会
副
議

長
の
小
田
忠
良
氏
（
悩
）
が
、
い

ず
れ
も
無
所
属
で
立
候
補
し

岩
崎
氏
は
出
陣
式
は
聞
か

ず
、
自
ら
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て

回
り
な
が
ら
、
政
策
を
書
い
た

チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
し
た
。
午

前
8
時
半
か
ら
の
届
げ
出
を
す

ま
す
と
、
市
役
所
で
報
道
陣
の

質
問
に
答
え
た
。
市
の
行
政
事

務
の
電
子
化
に
よ
る
職
員
の
大 選挙カーに乗って出発

幅
削
減
や
市
長
の
3
選
禁
止
、

工
T
産
業
を
生
む
環
境
づ
く
り

な
ど
の
公
約
を
説
明
。
．「今
の

市
政
は
反
民
主
的
だ
。
市
民
の

た
め
の
市
政
を
実
現
し
、
み
ん

な
が
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
も
の

に
し
た
い
」
と
話
し
た
。
今
後

は
「
政
策
説
明
懇
談
会
」
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
支
持
を
訴
え
て

い
く
。
首
藤
氏
は
午
前
9
時
か
ら
、

卸
本
町
の
延
岡
卸
商
業
セ
ン
タ

ー
会
館
前
で
出
陣
式
を
開
き
、

約
5
0
0人
（
陣
営
発
表
）
が

集
ま
っ
た
。
首
藤
氏
は
「
8
年

間
の
実
績
に
は
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
高
速

道
時
代
に
突
入
し
て
『
延
岡
新

時
代
』
が
始
ま
る
。
近
隣
市
町

村
と
し
っ
か
り
タ
ッ
グ
を
組

み
、
オ
ー
ル
東
九
州
と
し
て
存

在
感
を
高
め
て
い
く
」
と
も
U

選

へ
の
意
欲
を
み
せ
た
。
組
織
選

挙
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
日

も
県
連
や
支
部
推
薦
を
し
た
自

・0712 
・0736
19-14 

側
側
熱
翻

側
側

戸
側
制
調
一

古河
川
一
山
田
国
田
れ
J
r
h
d
低

度

度

度

度

最

3
2
1
5

新
顔

9
人
の
お
人
が
立
候
補

を
届
け
出
た
。
党
派
別
で
は

自
民

4
人
、
民
主
1
入
、
公

明
、
共
産
各
3
人
、
社
民
2

人
、
無
所
属
お
人
と
な
っ
て
い

る
。四
日
時
点
の
選
挙
人
名
簿
登

録
者
数
は
日
万
7
5
4
3人
。

（
等
師
祥
一）

民
や
民
主
な
ど
の
県
議

・
市

議、

J

Aや
建
設
業
団
体
の
代

表
ら
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。

小
田
氏
の
出
陣
式
は
午
前
9

時
す
ぎ
か
ら
、
出
北
4
丁
目
の

ス
ー
パ
ー
駐
車
場
で
あ
っ
た
。

後
援
会
関
係
者
や
県
議
ら
約
2

5
0人
（
陣
営
発
表
）
を
前

に、

3
度
目
の
立
候
補
に
つ
い

て

「
議
員
を
や
め
て
ど
う
す
る

の
か
、
と
い
う
お
し
か
り
も
受

け
た
が
、
市
長
で
な
け
れ
ば
何

も
で
き
な
い
」
。
市
長
給
与
の

3
割
削
減
や
公
共
工
事
の
最
低

制
限
価
格
引
き
上
げ
な
ど
の
公

約
を
挙
げ
、
「
第
l
次
産
業
や

観
光
を
活
性
他
し
て
盛
か
な
生

活
を
送
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
」

と
訴
え
た
。
団
体
の
支
援
は
受

け
ず
、
「
草
の
根
選
挙
」
を
掲

げ
て
支
持
を
広
げ
て
い
く
。

四
日
時
点
の
選
挙
人
名
簿
登

録
者
数
は
叩
万
6
5
8
1人。

（
大
畠
正
吾
、
張
守
男
）

都

城

日

南

恥
序
相
1

・
・畑

。ぺυ
の
k
u
ρ
n
v
n
4
u

・・・・・・・

1
よ

q
υ
1よ
A
噌
『

圃

）
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ヨ
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7
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えの会：・・・・・・圃

事
件・
事

－
倒
木
で
作
…

発
表
）

沼
田
」

間
市
市
木
の
山・

て
い
た
、
日
南
．

作
業
民
間関
田
勝
一

れ
て
き
た
杉
（
一

約
四
計
）
が
当
・

折
れ
、
病
院
に
一

間
半
後
に
死
亡
調

【幕

下
】

Q
 ・

4

・－
Q
 

【三
段
目
】

Q
 
Q
 

【序
二
段
】
や
ιQ
 

〔序
ノ
口
】

。



ペ
ニ
4
C
才
六
ヌ
I
，、、，づ
川
4
J
I

一
O
F賀
e

オ
ラ
J

T
て／
2
4霊
一

力

E
B霊
V

〈－

en’Z
オ
ト恥
J
一見川－
M
L
rい
え
オ
ド
d
ノ

1
E
L－E
一
霧
島
明付録
℃
オ
一
フ
パ
饗
耀
等
℃
物
オ

一
ド
が
発
行
さ
れ
、
阿
蘇
地
域
の
一
島
温
泉
旅
館
協
会
が
、
設
立
印
一
個
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
る
。
同
一
し
た
」
と
話
す
。

一荘

斤
一
喜一Eヨ

｜ 延岡市長選候補者の横顔 右から届け出順 ｜ 

哀用第3l量郵便物忽可

ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
公
約
が
並
ぶ

岩崎信氏（47),

＝無新

「情
報
公
開
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で」

「学
校
や
図
書
館
を
工
T

他
」
。
公
約
に
は
、
無
駄
の
削

減
な
ど
と
並
ん
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
会
社
の
経
営
者
ら

し
い
項
目
が
並
ぶ
。

1
9
9
9年、
電
話
線
を
使

い
高
速
デ
ー
タ
通
信
を
す
る
A

「や
る
べ
き
こ
と
や
る
」が
信
条

首藤正治氏（58)

＝無現

「
延
岡
新
時
代
」
。
選
挙
前

か
ら
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い

る
言
葉
だ
。
東
九
州
道
が
3
月

に
宮
崎
市
ま
で
つ
な
が
り
、
来

年
度
に
は
北
九
州
市
と
も
結
ば

れ
る
。

「
陸
の
孤
島
」
か
ら
の

脱
出
に
「
企
業
誘
致
な
ど
外
に

向
か
っ
て
事
業
展
開
が
で
き
る

「活
気
取
り
戻
す
」
3
度
目
挑
戦

小田忠良氏(64)

指

3
度
目
の
挑
戦
に
な
る
。

2

無

0
0
2年
は
現
職
の
無
投
票
当

＝
選
の
阻
止
、
船
年
は
尉
政
の
立

て
直
し
が
出
馬
の
主
な
理
由
だ

っ
た
。
今
回
は
「
人
と
人
と
が

つ
な
が
り
、
活
気
が
あ
っ
た
延

岡
を
取
げ
戻
し
た
い
」
と
、
ふ

る
さ
と
再
生
を
め
ざ
す
。

D
S
L事
業
の
会
社
を
千
葉
県

に
1
人
で
設
立
。

N
T
T回
線

を
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
固
と

交
渉
し
、
普
及
の
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
た
。

「
正
式
な
手
続
き

を
す
れ
ば
可
能
だ
っ
た
の
に
、

だ
れ
も
言
わ
な
か
っ
た
」

豊
か
な
自
然
が
気
に
い
り
、

2
0
1
0年
か
ら
旧
北
川
町
に

住
む
。
情
報
公
開
請
求
で
市
や

議
会
の
運
営
を
点
検
し
、
「
特

環
境
が
整
っ
た
」
と
話
す
。

事
務
機
器
販
売
会
社
の
社
長

時
代
、
青
年
会
議
所
の
活
動
を

き
っ
か
け
に
政
治
の
世
界
ヘ。

「
民
間
の
力
に
限
界
を
感
じ
、

街
を
変
え
る
に
は
ト
ッ
プ
に
な

る
の
が
一
番
い
い
と
思
っ
た
」

8
年
間
の
任
期
中
、
大
型
事

業
に
次
々
と
着
手
し
、
い
ま
は

新
庁
舎
の
建
設
が
進
む
。

「庁

舎
に
手
を
つ
げ
る
と
選
挙
に
落

大
学
卒
業
後
、
東
京
の
給
排

水
設
備
会
社
で
働
き
、
均
年
に

帰
郷
し
た
。
区
長
活
動
な
ど
を

通
じ
て
街
づ
く
り
の
必
要
性
を

感
じ
、
政
治
家
を
志
し
た
。

約
日
年
間
の
市
議
時
代
、
心

が
け
た
の
は

「市
民
の
要
望
を

反
映
す
る
こ
と
」
。
し
か
し
、

特
に
北
方
、
北
川
、
北
浦
の
旧

3
町
に
住
む
住
民
の
声
は
、
行

政
に
届
い
て
い
な
い
と
感
じ

権
的
で
、
市
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
」
と
感
じ
た
。

一

昨
年
2
月
に
は
行
政
を
監
視
す

一

る
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。

一

自
転
車
な
ど
で
世
界
約
加
力

一

国
を
巡
っ
た
行
動
派
。
自
宅
の

一

敷
地
で
初
め
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を

一

育
て
、

「農
業
に
は
違
っ
た
人

一

生
の
喜
び
が
あ
る
」
。
温
泉
好

一

き
で
、
公
約
に
は
「
天
然
温
泉

一

の
交
流
施
設
を
」
の
項
目
も
。

ち
る
」
と
忠
告
す
る
県
内
の
首

一

長
も
い
た
が
、
「
や
る
べ
き
こ

一

と
を
や
る
の
が
自
分
の
誇
り
」
。

一

3
期
目
は
子
育
て
支
援
や
観
光

一

に
力
を
い
れ
る
と
い
う
。

一

大
学
時
代
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

一

l
部
で
、
「
そ
の
つ
な
が
り
が

一

高
速
道
の
陳
情
で
も
生
き
た
」
。一

い
い
ア
イ
デ
ア
は
入
浴
中
に
浮

一

か
ぶ
。

「た
だ
、
妻
に
長
風
呂

一

だ
と
し
か
ら
れ
る
」

る
。
公
約
で
は
農
林
水
産
業
や

自
然
な
ど
、

旧
3
町
の
資
源
を

生
か
し
た
市
全
体
の
活
性
化
策

を
訴
え
る
。
「
新
た
な
雇
用
も

生
ま
れ
、
消
費
が
増
え
て
商
店

街
も
元
気
に
な
る
」

元
高
校
球
児
。
市
立
南
中
時

代
に
は
延
岡
勢
と
し
て
初
め
て

夏
の
県
大
会
で
優
勝
し
た
。
信

条
は

「義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇

無
き
な
り
」
。

μZ牛首藤正治氏 ＝無現

世界ーの電
を4年で5060
民身分差別のI
築、個人情報
会・教育・選

延岡に多く
光スポットを

るような工夫

小田忠良氏＝無新 ｜ 
！質問任期中にもっとも実現したい政策や事業は

1次産業を活性他し、雇用をうみだすことで｜ 企業誘致や産業振興による雇用の確保を進め
生活水準の向上をめざす。国が推進する特区構 ｜る。計画中のJR延岡駅周辺整備を完成させる
想も視野に入れ、仕事と育児・介護の両立が図 ｜とともに、新たに内藤記念館及び城山公園の再
れる環境を整備する。親子の紳があふれる温か ｜整備、子育て支援拠点施設の整備に取り組む。
みのある城下町をつくっていく。 ｜防災対策も推進する。

！質問東九州自動車道を地域振興にどう生かすか

商工観光部を商工部と観光部に独立させ、よ｜ 高速道路の効果は、観光 ・企業誘致・医療・
り多くの観光客招致に向け延岡独自のおもてな｜災害対策など多方面にわたるので、これらを視

しを構築し、全国発信する。例として下阿蘇ビ ｜野に入れた取り組みを強化する。特に、物流面



小田忠良氏＝無新 一 ｜

｜質問任期中にもっとも実現したい政策や事業は

1次産業を活性化し、雇用をうみだすことでJ 企業誘致や産業振興による雇用の確保を進め
生活水準の向上をめざす。国が推進する特区構｜る。計画中のJR延岡駅周辺整備を完成させる
想も視野に入れ、仕事と育児・介護の両立が図｜とともに、新たに内藤記念館及び城山公園の再
れる環境を整備する。親子の粋があふれる温か｜整備、子育て支援拠点施設の整備に取り組む。
みのある城下町をつくっていく。 ｜防災対策も推進する。

｜質問東九州自動車道を地域振興にどう生かすか

商工観光部を商工部と観光部に独立させ、 よ ｜ 高速道路の効果は、観光・企業誘致・医療 ・
り多くの観光客招致に向け延岡独自のおもてな｜災害対策など多方面にわたるので、 これらを視
しを構築し、全国発信する。例として下阿蘇ビ｜野に入れた取り組みを強化する。特に、物流面
．｝チの駐車場を充実させるなど、三北地域にあ ｜が飛躍的に向上することを前面に出し、企業誘
る自然環境を有効利用していく。 ｜致につなげていきたい。

｜質問巨大地震や大津波への対策をどうするか

南海トラフ巨大地震を想定した津波避難タワ ｜ 地域・学校・職場などにおける防災教育及び
「や避難路を早急に整備する。都市機能の高台 ｜避難訓練による避難行動の迅速化、避難経路や
への移転構想、を策定する。空き家や学校の空き｜津波避難タワ｝などの整備、長期避難場所の設
教室などを利用した避難場所を確保する。詳細｜定と備蓄品確保、他自治体や事業者などとの災
なハザードマップも作成する。 ｜害時応援協定の拡充などを図る。

｜質問他の候補者より、自分の方が市長にふさわしい点は

真実と公平・公正を基本に取り組む姿勢。市 ｜ 延岡新時代の幕開けを迎えるまさに正念場に
民回線での市議の活動を長年経験し、自分自身 ｜おいて、これまでに積み上げてきた経験と実
も苦しい思いをしてきたので、市民が何を求め｜績、そしてその中で培ってきた人脈が生きてく
ているか理解できる。副議長も経験し行政改革｜る。また、私は自分自身の経営感覚・経営力に
の重要性もわかる。 ｜も自信をもっている。
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岡
市
）田
島

義

弘

山
り
屋
の
自
分
が
、
ま
す
ま
す
そ

首藤正治氏＝無現 岩崎信氏＝無新

コ世界一の電子政府実現。浪費削減や市長給与
を4年で5060万円減らし減税。公務員改革で官
民身分差別の撤廃。温泉憩いの場創出。意見公
募、個人情報保護、住民投票の各条例制定。議
会 ・教育・選挙制度の民主化。
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係
」
ま
で
。
フ
ァ
ク
ス
（
0
9
8
5
・ぉ
・4
1
9
3）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

延岡に多くの人が立ち寄りたくなるような観
光スポットを整備し、なるべく長時間滞在でき
るような工夫をする。遊歩道を整備し、 親切な
案内板を増設する。名所となるような温泉を開
発。滞在型国際観光都市にする。

世界一周をする間にいろいろな危機に直面 白
し、乗り越えてきたので敏速な危機対応能力を
発揮できると思う。災害が発生した時のために
万全な態勢を整え、市民に対応策を周知してお
く。早期婚報態勢を整える。

今なすべき緊急国策、電子政府革命を断行
し、延岡を日本のモデル都市にできる人は他に
ない。世界80カ国を訪問した経験により、国際
感覚に富み、延岡を世界一幸福なまちにするた
めに全力を尽くすことができる。

回 E・u吾；
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推
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ひ
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初
年
前
、
私
が
交
通
事
故
で
瀕
死

の
ケ
ガ
を
し
た
時
、
女
房
は
慌
て
て
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を
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入
し
た
。
し
か
し
、
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ぶ

と
く
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き
延
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の
で
、
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空
き
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の
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だ
。
当
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な
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が
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も
ち
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

女
房
は
、
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た
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の
下
よ
り
、

桜
の
下
の
樹
木
葬
が
希
望
だ
と
言

う
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私
と
て
、
見
晴
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し
の
良
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頂
か
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く
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。
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摂
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迫
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て
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。
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新
時
代
へ
の
道
筋
を
延
岡
に
戻
り
会
社
を
継
い
と
い
う
。
ホ
ッ
ケ
ー
。

「今
は
プ
レ

一
i

lo
d
－

－

－

圃

圃

圃

・

・

つ

貯

た

い

」

だ

。

そ

の

傍

色

、

延

岡

青

青
年
会
議
所
時
代
か
ら
ー
す
る
時
間
は
な
い
が
、

「
l
l
i
l
ia
－
－
・
圃
・
圃
・
・
実
家
は
事
務
機
器
販
売
年
会
踏
所
で
ま
ぢ
づ
く
り
高
速
道
の
延
岡
誘
致
に
ま
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
培
っ

一

a圃
圃
圃
・
圃
・
圃
・
・
会
社
を
経
蛍
。
京
大
工
学
活
動
に
熱
中
。
京
セ
ラ
創
い
進
。
「
開
通
に
よ
り
、
た
人
脈
が
、
市
長
業
務
に

「
I
l
l
it－
－

i
t
h川
嗣
圃
・
部
を
卒
業
後
は
、
写
真
総
業
者
の
稲
盛
和
夫
さ
ん
が
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
役
立
っ
て
い
ま
す
」

「
畿
を
見
て
せ
ざ
る
は
の
仕
事
の
関
係
で
千
葉
県
期
務
め
た
。
業
の
活
性
化
が
最
優
先
線

勇
な
き
な
り
」
が
座
右
の
に
移
住
。
芝
浦
工
大
事
業
政
治
家
と
し
て
心
掛
け
題
」
と
訴
え
る
。

h

銘
。
「
商
店
街
の
蓋
退
な
後
、
東
京
の
建
築
会
社
に

・て
い
る
の
は
「
真
実
、
公
中
学
時
代
は
野
球
部
で

Fど
寂
れ
た
街
並
み
を
見
て
就
職
し
た
。
自
然
盟
か
な
平
、
人
々
の
た
め
に
な
る
県
大
会
優
勝
。
プ
ロ
野
球

一
い
る
と
、
物
も
な
く
貧
し
延
岡
へ
の
望
郷
の
念
か
ち
か
と
い
う
視
線
」
だ
。
現
元
巨
人
監
督
の
長
嶋
茂
雄

一
く
て
も
人
間

－
P

－
－

i

・・
0

‘
E

l

－
－
－
j

‘・
1

・

・

さ
ん
の
大
フ

一

士

の

紳

が

深

堂

小

4
1品
川
在
日
E
i
控
末
－

Tι
＃
ピ
叫
汁
」
E
VL
b

Z

ァ
ン
。
帰
郷

一

広ラ

N
t肩
E
当
一
ア

／
U
主
計
晶

I

，1
プ
代

一
か
っ
た
時
代

4

l

’

IlllJ

・！
・
’
1

司

司

14

4

後
に
習
っ

一
を
思
い
出
す
。
活
気
あ
る
聾
子
を
伴
い
帰
郷
じ
た
市
政
に
つ
い
て
「
雇
用
を
た
、
延
岡
伝
統
の
ぱ
ん
ぱ

一
延
岡
を
取
り
戻
し
た
い
」
が
、
市
の
生
活
基
盤
の
遅
真
剣
に
考
え
て
い
な
い
」
太
鼓
の
ば
ち
さ
ば
き
は
、

一
と
、

3
度
目
の
市
長
選
出
れ
を
痛
感
。

1
9
9
5年
と
批
判
。
「
仕
事
が
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
子
供
た
ち
に

馬

を

決

意

し

た

。

に

市
議
に
初
当
選
し
、
今
な
ら
創
出
す
れ
ば
い
い
。
指
導
を
買
っ
て
出
る
ほ
ど

中
学
3
年
の
時
に
、
父
回
の
市
長
選
出
馬
ま
で
3
そ
の
た
め
に
も
第
1
次
産
の
腕
前
だ
。

岩
崎

信
氏
（幻）
H
無
新

田

忠
良
氏
（似
）H
無
新

県
庁
で
鳥
イ
ン
フ
ル
防
疫
会
議

韓
国
で
発
生
、
警
戒
呼
び
か
け

県
は
却
目
、
韓
国
西
岸

部
・全
羅
北
道
の
ア
ヒ
ル

出
家
で
高
病
原
性
烏
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

と
し
て
、
県
庁
で
防
疫
会

を
協
議
し
た
。

農
林
水
産
省
通
知
な
ど

に
よ
る
と
、
今
回
の
ウ
イ

ル
ス
は
H
5
N
8亜
型
と

さ
れ
、
渡
り
鳥
か
ら
感
染

！麓爵；：
右 か ら
届け出順

（主~~：）

初
日
投
開
票
の
県
都

・
宮
崎
市
と
延
岡
市
の

ダ
ブ
ル
市
長
選
。
各
候
補
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策

を
訴
え
、
激
し
く
争
っ
て
い
る
。
延
岡
市
長
選

の
3
候
補
か
色
、
横
顔
を
紹
介
す
る
。

「
ま
だ
渡
り
鳥
の
季
節
が

続
い
て
い
る
。
も
う

一
度

防
疫
を
確
認
し
て
絶
対
に

ウ
イ
ル
ス
を
入
れ
な
い
気

持
ち
で
取
り
組
む
」
と
話

し
た
。

元
気
1
・
H

地
産
地
消
H

推

進
県
民
会
議
」
が
設
置
。

ボ
l
ド
は
高
さ

1
6
5

旬
、
幅
m
山内ツ
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
で
、
開
通
ま
で

の
回
数
を
示
す
数
字
が
並

ぶ。

3
月
8
日
開
通
の
北

浦
｜
須
美
江
間

（6
・4

キ
ロ
）
、
同
日
日
開
通
の
日

小
動
物
を
防
ぐ
鶏
舎
ネ
ッ

ト
の
保
守
点
検
マ
人
や
車

両
の
消
毒
の
徹
底
マ
鶏
舎

内
外
の
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
駆

除
ー
ー
を
要
望
。
「
鶏
舎

の
外
に
は
既
に
ウ
イ
ル
ス

が
い
る
と
考
え
、
持
ち
込

ま
な
い
工
夫
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

県
家
畜
防
疫
対
策
課
に

よ
る
と
、
県
内
で
約
店
万

羽
が
埋
却
処
分
と
な
っ
た

的
年
は
、
直
前
に
今
回
と

同
じ
全
羅
北
道
で
発
生
し

て
い
た
。
畜
産
新
生
推
進

局
の
中
田
哲
朗
局
長
は

【門
田
陽
介
】

・
l
i
l
－－

．
一機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
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いわききまこと

岩崎信候補（灯）無新

（昭利35年4月5日第3種郵便物認可）

すどうまさはる

首藤正治候補（58）無現小田忠良候補（倒無新

現
職
と
新
人
2
人
の
戦
い

投開票26日
任
叩
器
了
に
ぎ
簡
市
議
護
団
日
に
管
室
れ
、届
け
出
順
に
新
人
で
会
社
社
長
の
岩
崎
信
候
補
（
抑
）
、

震

で

3
零
墨
書
藤
正
治
候
補
（
犯
）
、
新
入
で
前
市
踏
会
製
設
の
小
冨
賞
候
輔
（
制
）

H
い
ず
れ
も

無
一
箆
H
が
立
候
制
。
工
週
間
の
議
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
議
は
お
日
に
行
わ
れ
、
即
白
鴎
苔
れ
る
。

今
山
八
時
刷
宮
で
必
勝
祈
闘
な
い
」
。
飯
平
間
唇
辿
対
本
部
組
む
こ
と
が
大
切
。
い
ま
町
田
の
4
年
間
廷
決
め
る
大
切
な

の
後
、
延
岡
卸
翠
セ
ン
タ
長
は
「
誉
削
く
延
聞
に
す
疫
に
夜
ね
ら
れ
て
は
困
る
」
、
議
」
と
館
特
け
た
上
で
、

1
会
館
前
で
出
血
乱
。
る
た
め
、
市
長
と
レ
て
3
E
黒
木
他
一
百
向
市
長
は
「
延
「
金
量
霊
で
仕
切
に
取
り

岸
上
照
夫
後
援
会
長
は
、

送
り
出
レ
た
い
」

と
候
補
の
岡
市
だ
け
で
は
な
く
、
県
北
、
組
ん
で
き
た
自
信
と
跨
り
が

正
司
師
寺
島
、
を
－
審
こ

鮮
磁
器
諸

’’m回
凪
r－

za盲目
H
a－
－
岨

d
．
・
＆
噌
m
T
B也
曹

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
4
年

候
補
の
2
期
8
年
の
畏
績
や
支
持
を
呼
び
掛
け
た
。
県
内
の
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
の

問
も
粉
傍
研
身
で
取
り
組

’仔
政
手
腕
、
人
柄
な
ど
に
触
応
援
に
駆
け
付
け
た
西
崎
穏
だ
」
と
候
補
の
必
嬰
性
を
み
、
延
岡
新
時
代
を
一
緒
に

れ
、
「
商
泌
道
路
新
時
代
の
4

凝
議
佐
佃
市
長
は
「
地
織
活
語
っ
た
。

築
き
た
い
」

と
訴
え
た
。

“
年
聞
を
恕
つ
の
は
彼
し
か
い

位
化
に
は
両
市
が
タ
ッ
グ
を
首
勝
候
補
は
「
廷
聞
の
次

請
市
出
北
で
出
製
。
巡
採
耐え
き
で
は
あ
り
ま
図
師
揺
は
薪
レ
い
簡

た
。

午
前
9
時
す
ぎ
、
巡
帯
カ
1

せ
ん
か
。
小
田
さ
ん
は
蹴
突

を
つ
く
る
た
め
の
巡
準
。
峨
小
間
眠
術
は
、
市
政
改
革

が
会
場
入
り
す
る
と
、
結
め
な
、
却
の
中
の
問
。
股
後
ま
山
の
さ
つ
な
延
聞
の
窪
を
見

と
＝
一
北
地
区
の
活
性
化
、
問

掛
け
た
大
関
虫
義
務
が
拍
で
信
じ
て
頑
強
り
ま
し
ょ
つ
め
て
、
隣
国
と
し
ず
酔
え
光
器
援
な
ど
の
公
響
力

－

E
E

・R
・－‘，．・
r，i

，hF
強
〈
酔
え
る
と
、
「
命
懸
け
で

・4
S唱
圃
』
品
川
－
b
v
s
E
F－
－
島
市
，
，
F
－－旬開

d

控
小
枇
を
枇
っ
て
い
き
ま

圃
＆

F
t
L
F
1
園、『事・
l
J
d
，t
d

．4F
．

・4
a
q

－
－
圃
4

・・4
1
4

唱

す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ

手

で

出

迎

え

た

。

う

」

と
あ
い
さ
つ
。

て
き
た
の
が
小
田
さ
ん
で

て
立
ち
↑
亦
り
ま
し
ょ
う
。

江

藤

崎

遺

棄

部

長

が

思

惑

醤

と

＝

事

す

。
一
人
一
会
小
田
さ
ん
著
者
る
ん
だ
延
岡
」
と

「
私
の
、（
き
ょ
う
の
）
赤
い
佼
伯
市
鶴
が
応
援
演
説
に
駆
に
な
っ
て
怒
の
根
で
や
り
ま
ひ
と
き
わ
大
き
な
声
を
上

容

さ
つ
に、

お
互
い
に
工

防
付
け
て
お
り
、

こ
の
う
ち
し
よ
う
」
と
ヱ
l
ル
蓬

つ

げ

、

挙

実

主

主

。

9
、
北
川
日
）
で
閉
鎖
時
間

を
鰻
り
上
げ
る
。
国
電
同

日
午
後
9
時
叩
分
か
ら
延
岡

市
民
体
育
館
で

eっ
。
確
定

は
午
後
日
時
ご
ろ
に
な
る
と

市
選
準
特
理
寮
員
会
は
見
込

ん
で
い
る
。

有
椴
者
数
誌
、

1
月
四
日

現
在
、

ω万
6
5
8
1人
（
男

4
万
9
2
7
1人
、
女
5
万

7
3
1
0
0。

【煩終学歴】柳川高校卒

【経歴】平成11年7月からインタ
ーネットペンチャー提日本交信

網有限会社社長、同25年2月から
市民会鵠延岡代表、独立仔政監

査諜。
【聴諜】会社社長、市民団体代浪

【出身地】北九州市小倉南区

【現住所】延岡市北川町長井4940
-2 
【泡単UJ務所の住所】延岡市北JII 
町長井4940-2
E後擾会長】本人
【選対コ同店長】本人
【出納自任者】本人

罰
則
4

き
ょ
う
は
二
十

四
胆

四
郎
釘
の
ひ
と
つ

亜

大
部
。
出
社
し
た

一者
工
拠
地
自
宅

前山口

槌
街
や
凍
結
の
た

店慣』

め
チ
ェ
ー
ン
規
制

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
情

報
が
入
っ
た
。
鞍
岡
で
氷
点

下

5
・7
位
、
神
門
で
氷
忠
P

5
・6
皮
ま
で
冷
え
た
と
い

う
。
府
通
り
の
怒
さ
で
あ
る
。

マ

マ

立
容
に
始
ま
り
、
李
節
の

流
れ
で
1
年
を
剖
分
塑
9
る

二
十
四
節
気
は
大
怒
が
m
M

後
。
日
以
門
戸
後
の
2
月
4
日
は

再
び
立
特
を
迎
え
、
新
レ
い

節
気
が
始
ま
る
。
小
怨
（
怨

の
入
り
）
か
ら
立
韓
の
的
目
、

節
分
（
寒
明
け
）
ま
で
の
約

初
日
が
誕
の
内
。
議
怒
や
寝

る
ほ
か
な
く
て
寝
鎮
ま
る
》

（
三
鬼
）
。
寒
さ
の
中
で
も
容

が
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い

る
J

「
秤
隣
」
は
こ
の
季
節
の

準
語
。
《
叱
ら
れ
て
目
を
つ
ぶ

る
猿
齢
盃
答

円

v

マ

き
ょ
う
の
紙
聞
に
は
、
大

郷
の
回
に
行
わ
れ
る
延
岡
の

こ
の
季
節
の
風
物
時
、
容
行

の
配
研
も
蹴
っ
て
い
る
。
筏

一
暴
れ
白
梅
で
知
ら
れ
る
延
岡

一市
松
山
町
の
本
来
寺
の
積
回

一梅
は
、
大
骨
却
を
過
ぎ
た
こ
ろ

－一
か
ら
咲
き
始
め
る
。
そ
ろ
そ

ろ
か
。
今
年
の
観
梅
会
は
2

月
目
目
。
弁
当
や
お
酒
、
梅

【最終学m京都大学工学部物理
工今年4卒
【経歴】昭和54年小西六写真工柴
（現コニカミノルタ〉入ヰム同58
母スド一入社、平成5年l月から
社長。平成 18年2月から延岡市
長、現在21羽目。
ロ磁提】市長

【出身地】延岡市野地町

【現住所】延岡市大賀町3了目115
1-4 
【選挙m務所の住所】延岡市フヨ2
I町3丁目3065
【後認を会長】岸上照夫
G題対本部長】飯干稲寝耳
【出納質任者】牛島宏

【閥単害学歴】芝浦工提大学班第工

学科卒

【経歴】SjZ成6年に小田股管十司王務
所を設立。I司7年に延間前踏会酪
員初当選。同24年5月から昨年11
月まで剛酷長。市長~立候補ま
で市盟会踊員。

~悶自信事総
【出身地】延岡市別府町

【現住所】延岡市大野町1112-1
Gmおお務所の住所】延岡市出北
4了目3199-1
【後鐙会長】閉挫逸夫

【選対本部長】ロコ餓llilJ到
【出納賛任者】本人

に
掲
げ
、
支
持
を
呼
び
掛
け

る。
地
阿
部
は
羽
田
に
市
内
部
カ

所
で
安
材
付
け
る
。
時
間
は

立
齢
制
F
S凶
げ
出
た
3
一
取
り
組
み
を
訴
え
た
。
岩
崎
化
な
ど
、
打
藤
候
補
壁
画
泌
一
く
り
な
ど
、
笛
候
補
第
一
午
凶
ケ
附
か
ら
午
後
8
時
ま

幌
制
は
出
回
乱
な
ど
を
行
一
院
制
は
怒
禍
刑
巡
の
ま
ち
づ
一
道
路
開
地
後
の
延
岡
新
時
代
一
工
次
臨
誌
の
汚
怯
化
と
開
周
一
で
だ
が
、
こ
の
う
ち
拍
カ
所

ぃ
、
市
の
脱
姐
解
決
へ
の
一
く
り
や
会
存
政
文
告
の
句
子
一
に
向
け
た
魅
力
あ
る
家
ち
づ
一
対
簡
な
ど
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
一
（
延
阿
川
、
北
方
応
、
北
削

延
岡
市
長
選
立
候
補
者
（
届
け
出
順
）
j

j

i

－－－

j

－

延
岡
市
役
所
で
政
策
姦
桐
利
益
宿
さ
れ
て
い
る
。
政
府
化
。
諜
禁
効
率
化
さ
菜
、
「
八
我
同
制
度
の
改

答
申
を
踏
っ
た
後
、
単
身
徹
底
的
に
民
主
ち
た
い
。
れ
る
の
で
大
相
な
語
、
職
務
。
欠
m譲

位

し

た

免

で
一
カ
所
ず
つ
ポ
ス
タ
ー
を
市
民
本
位
の
市
政
に
な
る
住
周
が
削
減
で
き
る
。
削
減
し
部
か
ら
適
し
た
人
を
公
邸

張
り
な
が
ら
、
道
行
く
人
に
組
み
を
作
り
、
み
ん
な
が
撃
た
縦
覧
を
市
民
に
滋
冗
レ
、

し
、
情
力
と
適
正
に
よ
っ
て

E

・E・－園、
r：－
za
・降、，
p

’o
’

職
民
を
馨
レ
て
い
く
。
人

‘
，
．
目

Z
ZF晶
’
aE
d

‘圃．．
 

『
d
岨
岨
盟
’
h
u－
－
－
，
、
、圃

ZF
a

mの
交
流
が
括
廷
し
て
宮
と

－

r－
E
Z
2
eL
4t
S掴
1
6

で
・4
・4
民
の
議
の
断
絶
が
な
く
な

チ
ラ
シ
這
っ
て
一
義
議
制
服
を
感
じ
ら
れ
る
延
岡
市
減
税
も
で
き
る
。
よ
り
菊
り
良
表
さ
れ
る
。
撃
政

え

た

。

に

し
た
い
」
と
立
候
補
の
理
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
続
き
府
化
と
公
務
員
の
公
掠
が
ニ

「
今
の
市
政
は
あ
ま
り
に
曲
、
制
癒
を
艶
っ
た
。
を
寂
に
い
な
が
ら
で
き
る
仕
本
柱
」
と
訴
え
た
。

も
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
で
市

民

の

詔

一
に
世
押
一
の
電
子
組
み
に
し
た
い
」
と
税
明
。

箱蕗〉Ft置 1目σ1毎
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雪泉
来

岩
崎
信
候
補
（訂
）

延
岡
市
に
移
り
住
ん
で
高
校
卒
業
後
は
、
大
学
に

4
年
目
を
迎
え
る
。

通

う

か
悩
ん
だ
末
、
「
世
界

日
々
の
生
活
の
中
で
市
を
見
て
こ
よ
う
」
と
平
成

政
に
対
す
る
疑
問
や
不
満
$
年
か
ら
自
転
車
で
の
世

が
生
じ
、
「
今
の
市
政
は
反
界
一
周
の
旅
に
出
た
。

民
主
的
。
選
択
肢
が
他
に
隣
国
、
ハ
ワ
イ
、
南
米
、

な
い
の
で
あ
れ
ば
自
分
が
中
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全

出
る
し
か
な
い
」
。
市
民
に
て
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
を
巡

住
み
良
い
ま
ち
に
改
め
る
り
、
「
自
由
と
は
何
か
。
日

た
め
、
立
候
型
9
る
こ
と
本
に
い
て
は
分
か
ら
な

を

決

め

た

。

か

っ

た

こ

と

が

見

る

こ

と

出
身
は
福
岡
県
北
九
州

市
小
倉
南
区
。
中
学
時
代

は
卓
球
に
打
ち
込
み
、
県

制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
そ

の
実
力
を
買
わ
れ
、
高
校

は
特
待
生
と
し
て
柳
川
市

の
柳
川
高
校
へ
進
ん
だ
。

が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。

5
年
後
に
帰
国
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
独

学
で
勉
強
を
し
て
同
日
年

に
日
本
交
信
網
有
限
会
社

を
設
立
。
電
気
通
信
事
業

に
取
り
組
ん
だ
。

同
げ
年
に
は
、
再
び
世

界
一
周
に
出
発
、
前
回
と

合
わ
せ
る
と
却
カ
国
を

巡
っ
た
Q

．

帰
国
し
て
、
趣
味
の
登

山
で
訪
れ
た
北
川
町
上
祝 「ガンパロー」と気勢を

期目前投票を済ませる

子
の
大
崩
山
に
魅
了
さ
れ

た
。
「
冬
で
も
登
れ
る
山
が

あ
り
、
海
も
あ
っ
て
川
が

あ
っ
て
自
然
環
境
が
盛

今
の
市
政
は
反
民
主
的

何
事
も
グ
健
全
d

を
最
優
先

か
」
。
そ
こ
で
北
川
に
住
む

こ
と
に
決
め
た
と
い
う
。

し
か
し
、
住
ん
で
は
み

た
も
の
の
、
「
日
本
の
在
り

方
や
構
造
を
知
る
際
に
世

界
に
出
て
国
際
感
覚
を
養

え
た
こ
と
が
役
に
立
っ

た
」
経
験
か
ら
は
、
「
反
民

主
的
で
憲
法
す
ら
守
ら
れ

第
2
回
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ダ

ン
ス
選
手
権
を
2
迎
羽
し

た
県
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
み
や
ざ
き
犬
が
四

日
、
県
庁
本
館
前
庭
で
報

告
会
を
闘
い
た
。

同
日
に
闘
か
れ
て
い
た

・． ． ． ． 
守． 
． ． ． ． 
' ． 
ー

． ． ． ． ． 

． ． 
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［どのような理由で立候補しましたか。 ｜ 

岩
崎
信
候
補
（
灯
）
無
新

情
報
公
開

f
E

諦
求
を
霊

J

W
一一一
）一

ね
、
鶴
市

1

E
＼
仏
＼

政
を
検
証
レ

ペ
け
い

て
き
ま
し
た

が
、
不
当
な
思
窪
む
不
開
示
が
多
く
、
現

市
長
の
反
民
主
的
本
慣
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
お
年
3
月
議
会
に
意
見
公

安
子
続
条
例
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
市

長
は
反
対
し
ま
し
た
。
8
年
間
市
長
の
立

場
で
あ
り
な
が
ら
、
意
見
公
募
条
例
も
、

個
人
情
報
保
諮
条
例
も
な
い
状
態
で
す
。

市
民
の
意
見
を
求
め
、
応
答
す
る
気
が
全

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
電
子

政
府
化
が
停
滞
し
、
浪
費
が
多
く
、
経
質

削
減
し
て
減
税
し
よ
う
と
い
う
気
が
な

い
、
市
民
よ
り
公
務
員
の
利
益
が
優
先
さ

れ
て
い
る
現
状
を
見
る
に
忍
び
ず
立
候
補

し
ま
し
た
。
浪
賀
削
減
、
市
長
給
与
5
0

6
0万
円
の
削
減
ヘ
議
員
定
数
凶
人
削
減

で
5
%
以
よ
の
減
税
、

誠
会
・
区
会
・
教

育
の
民
主
化
、
市
長
の
連
続
3
、
暴
止
条

例
、
住
民
投
票
条
例
制
定
、
公
正
競
争
環

境
の
挫
痛
に
よ
る
経
済
屈
用
の
地
進
、
公

務
員
の
常
時
公
諒
制
を
断
行
し
ま
す
。
気

ま
ぐ
れ
な
談
合
政
治
か
ら
、
公
正
な
ル
ー

ル
に
基
づ
く
理
念
の
政
治
体
制
に
移
行

し
、
市
民
の
幸
福
度
を
摺
進
す
る
た
め
の

本
物
の
民
主
主
義
を
実
践
し
ま
す
。

'/ 

市内－ f
アーケ－

首
藤
正
治
候
補
（臼
）
無
現

政
治
に
お

け
る
わ
た
し

、
の
原
点
は
、

、
自
分
自
身
が

さ
ま
ざ
ま
な

市
民
活
動
に
没
頭
し
て
い
た
こ
ろ
の
市
民

感
党
で
あ
り
、
ま
た
、

会
社
経
営
に
よ
っ

て
培
っ
た
経
蛍
感
党
で
す
。

こ
れ
ま
で
の

2
期
8
年
間
の
市
政
は
、
そ
れ
を
政
治
や

行
政
に
反
映
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し

た
。市
街
残
高
を
徐
々
に
減
ら
し
な
が
ら
、

遅
れ
て
い
た
清
掃
工
場
や
火
葬
場
な
ど
の

大
型
事
業
や
小
中
学
校
の
耐
震
化
、
過
去

に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
行
財
政
改
革
、
高

速
道
路
の
整
備
促
進
、
地
域
医
療
充
実
の

た
め
の
取
り
組
み
、
災
害
対
策
な
ど
の
実

績
を
重
ね
、
ま
た
、
国
交
省
は
じ
め
国
の

．
幹
部
や
在
京
財
界
人
な
ど
と
の
人
脈
を
育

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
延
岡
市
は
本

格
的
な
南
謹
埠
路
時
代
に
突
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
ず
か
ら
、
ま
さ
に
地
域
の
存
在

感
を
い
か
に
高
め
る
か
が
間
わ
れ
る
正
念

場
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
大
部
な
時
期
に
当

た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た

実
績
や
人
脈
を
継
続
し
て
フ
ル
に
活
用
し

つ
つ
、
延
岡
新
時
代
と
も
言
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
使
命
と

考
え
立
候
補
し
ま
し
た
。

望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
っ
て
野
鳥
を
観
察
す
る
参
加
者

小
田
忠
良
候
補
（
斜
）無
新

物

が

無

白

か
っ
た
時
代

品
は
、
「
紳
」「活

気
」
「
活
力
」

に
満
ち
あ
ふ

れ
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
物
が
豊
か
に

な
っ
た
現
在
で
は
、
逆
に
、「
紳
」
「
活
気
」

「
活
力
」
が
簿
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
日
本
全
国
そ
の
よ
う
な
状
祝
で
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
が
そ
う
だ
か

ら
、
右
に
倣
え
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
本
市
に
お
け
る

一
番
の
問
題
点
は
、

仕
事
が
少
な
く
、
若
者
た
ち
の
多
く
が
職

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
そ
の

よ
う
な
経
済
的
な
理
由
で
、
結
婚
す
る
こ

と
を
諦
め
て
い
る
人
た
ち
が
増
大
し、

少

子
化
が
続
く
こ
と
に
な
り
、
人
口
は
ま
ず

ま
ず
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

祝
か
ら
、

一
日
も
早
く
脱
却
し
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
南
謹
埠
路

が
福
岡
ま
で
開
通
す
る
前
に
、
「
紳
」
「
活

気
」
「
活

E
を
取
り
戻
す
必
要
一
か
あ
り
ま

す
の
で
、
特
に、

若
者
た
ち
の
仕
問
中
を
創

出
す
る
た
め
に、

第
工
次
産
業
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
生
産
向
上
を
図
り、

若
者

た
ち
が
結
婚
で
き
る
よ
う
な
元
気
な
延
岡

を
、
誇
り
の
持
て
る
延
岡
を
つ
く
る
た
め
、

立
候
補
し
ま
し
た
。

一回
．
2
E
4後
1
国
防

3
4λ
カ
一
て
2
4力
『
よ
｝C
之

医

ベ
ニ

一ら
、
講
演
「
健
康
づ
く
り

・
一タ
ー
は

「
一
緒
に
学
ん
で
み

一州

一生
活
習
慣
病
の
予
防
」
を
行
一
ま
せ
ん
か
、
空
活
習
慣
を
見
一
ム

．一う
。
参
加
無
料
。
参
加
者
を

一直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
一
門

一募
っ
て
い
る
。
一
呼
び
掛
け
て
い
る
。

一

定
期
的
に
開
催
し
て
い

一
希
望
者
は
、
お
日
ま
で
に

土

る
、
み
な
と
研
修
会
の
4
回
一
電
話
か
ら
フ
ァ
ク
ス
で
、

同
一

地
域
お
こ
し
協
力
隊
E

一

日
向
市
は
、
岡
市
東
郷
町
一所
持
も
要
件
。

一一

地
域
を
拠
点
に
地
域
お
こ
し

一

地
域
お
こ
し
に
窓
欲
と
情

一一

活
動
に
取
り
組
む

「日
向
市

一熱
が
あ
り、

祭
り
や
イ
ベ
ン

一一

地
域
お
こ
し
協
力
隊
呂
を

一
ト
な
ど
に
議
参
加
し
、
活

一－

公
諒
し
て
い
る
。

一

助

終

了

後

は
起
業
ま
た
は
就

お
鏡
人
民
は
工
人
。
男
女

一楽
し
、
定
住
す
る
意
欲
の
あ

は
間
わ
な
い
。
対
象
は
今
年
一
る
こ
と
を
条
任
凡
蝿
け
て
い

4
月
1
日
現
在
で
満
却
歳
以

一る。

上
必
歳
未
満
。
生
活
の
拠
点
一
原
則
と
し
て
月
昭
日
か
ら

を
3
大
都
市
圏
を
は
じ
め
と

一
金
暗
日
ま
で
べ
週
初
時
闘
を

す
る
都
市
地
域
等
か
ら
日
向

一
基
本
に、

東
郷
町
地
域
で
活

市
内
に
移
し
、
住
民
票
を
異
一
動
す
る
。
任
周
期
間
は
委
嘱

動
で
き
る
人
。
普
通
免
許
の

一
の
白
か
ら
平
成
計
年
3
月
白

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
る

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局

り
多
く
の
国
民
に
身
近
な
存

在
と
レ
て
国
有
林
を
感
じ
て

も
争
え
る
よ
う
、
役
割
や
現

状
な
ど
の
情
報
を
知
ら
せ
、

意
見
を
聞
く
制
度
。
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
回
答
や
同
局
広
報

紙
へ
の
投
稿
、
年
1
1
2回

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局

は
、
森
林
ム
林
業
や
国
有
林

に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
「
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し

て
い
る
。
締
め
切
り
は
2
月

お
日
（
当
日
消
印
有
珍
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は
、
よ
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L
．4
h
v
t
υ
3
c－A
4
・4

－J

ーに
な
り
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
夢
を
語
っ
た
。

町
に
対
す
る
要
望
も
あ
っ

た
。
黒
木
彩
華
さ
ん
（
西
門

川
小
5
年
）
は
「
子
ど
も
主

岩
崎
信
候
補
（
灯
）
無
新

延
岡
が
九

州
の
首
都
に

ま

・F

Z

必
v
j

ーー

な
る
つ
も
り

k
い

ぐ

で

、
世
界
一

a
Jけ
い

Y
、

の
電
子
政
府

を
実
現
し
ま
す
。
延
岡
に
多
く
の
人
が
立

ち
寄
り
た
く
な
る
よ
う
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
整
備
し
、
国
際
観
光
都
市
に
し
ま
す
。

訪
問
客
が
よ
り
長
く
滞
在
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
環
境
を
盤
え
ま
す
。
県
外
か

ら
の
観
光
客
が
多
い
大
崩
山
地
域
の
登
山

道
、
遊
歩
道
を
整
備
し
、
案
内
標
識
板
を

掴
設
し
、
地
図
な
し
で
も
2
、
3
日
ハ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
九
つ
の
グ
レ
ー

ト
ウ
オ
1
ク
と
呼
ば
れ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
l
ス
が
あ
り
、
欧
米
か
ら
の
観
光
客
を

引
き
つ
け
て
い
ま
す
が
、
大
崩
山
エ
リ
ア

は
グ
レ
ー
ト
ウ
オ
l
ク
に
で
き
る
だ
け
の

資
源
を
備
え
て
い
ま
す
。
長
期
滞
在
で
き

る
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
郡
滞
在
施
設
、
オ
l
ト

ー

キ
ャ
ン
プ
場
が
い
つ
も
満
杯
の
状
態
に
し

た
い
で
す
。
日
本
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
よ
う

に
、
誰
で
も
年
に
叩
日
以
上
の
長
期
休
隈

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
市
民

の
幸
福
娼
進
の
場
と
し
て
、
天
然
温
泉
施

設
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
市
外

か
ら
も
訪
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ

ト
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
も
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
真
っ
す
ぐ
に
成
長
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ト

ル
を
送
っ
た
。

止
に
向
け
た
平
成
お
年
度
第
一
教
曹
長
連
絡
協
議
会
な
ど
か

2
回
県
公
立
学
校
コ
ン
ブ
ラ
一
ら
約
叩
人
が
出
席
。
初
年
度

イ
ア
ン
ス
推
進
協
議
会
（
会
一
の
取
り
組
み
計
画
な
ど
を
確

長
・
飛
田
洋
県
教
育
長
）
が
一
認
し
た
。

日
目
、
宮
崎
市
内
で
あ
っ
た
。
県
教
委
教
職
員
課
に
よ
る

首
藤
正
治
候
補
（
臼
）
無
現
南
謹
埴
路

夢

の
効
果
は
、

6

4

h

刊

議

観
光
・
産
業

ト
い
4
J
L一
振
興
・
企
業

H
r
t＼

誘
致
・
救
急

医
療
・
大
災
害
時
な
ど
、
実
に
多
方
面
に

及
び
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
そ
う
し
た
こ
と

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
観
光
荷
額
の
掘
り
起

こ
し
ゃ
魅
力
づ
く
り
、
そ
し
て
情
報
発
信

な
ど
に
注
力
す
る
こ
と
と
、
物
流
面
が
飛

路
的
に
良
く
な
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

企
業
誘
致
に
つ
な
げ
る
戦
略
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
九
州
中
央
自
動
車
道
に
つ

い
て
、
私
が
8
年
前
に
最
初
に
行
っ
た
の

は
沿
線
市
町
村
長
を
歴
訪
し
て
聾
備
促
進

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
し
た
。
当
時

は
ま
だ
熊
本
県
側
の
こ
の
路
線
へ
の
意
識

は
、
お
世
辞
に
も
高
い
と
言
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
じ
た
が
、
い
ま
は
熊
本

県
知
事
、
熊
杢
巾
長
も
熱
心
に
発
言
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
北
方
！
蔵
固
ま
で

の
開
通
の
め
ど
が
立
ち
、
日
之
影
l
高
千

穂
聞
も
事
業
化
で
き
ま
し
た
の
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
高
千
穂
l
蘇
陽
聞
の
事

．業
化
を
目
指
し
ま
す
。

小
田
忠
良
候
補
（
悩
）
無
新

本
市
に
お

誌

1
f九
き

ま

し

て

J
－
率
一
与
づ
／

ロ一
三
刊行
L
V
1JN

V
匂
二

は
、
東
九
州

t

ら一
FiAP自
動
車
道
関

，A
t
l
i
－
司

通
を
見
据
え

た
取
り
組
み
が
不
十
分
な
ま
ま
、
本
年
3

月
の
宮
崎
ま
で
の
開
通
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
民
の
聞
か
ら
は
、
観
光
客

を
招
致
す
る
た
め
の
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
、
情
報
発
信
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、

．
「
準
備
不
星
と
の
声
が
、
数
多
く
あ
る

よ
う
で
す
。
佐
伯
｜
蒲
江
も
平
成
初
年
度

に
開
通
し
、
大
分
を
経
由
レ
て
福
岡
ま
で

．

つ
な
が
る
の
も
目
前
と
な
っ
て
お
り
、
一

日
も
早
い
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
耳

障
り
の
良
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
揚
げ
て
い
る
時

間
的
な
猶
予
は
な
く
、

素
早
く
行
動
し
、

実
現
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
中
央
自
動
車
道
の

開
通
は
、
本
県
、
李
mの
み
な
ら
ず
九
州

の
一
体
的
な
浮
揚
に
寄
与
す
る
大
切
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
こ
で
、
国
へ
の
陳

情
、
要
望
活
動
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
行

い
、
一
日
も
早
い
開
通
を
実
現
す
る
取
り

組
み
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
年
度
も
引
き
続
き
、
コ

ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順

守
）
の
定
期
点
検
や
校
内
研

修
の
実
施
、
服
務
規
律
強
化

月
間
な
ど
を
設
定
し
て
、
不

祥
事
防
止
に
取
り
組
む
。
新

た
に
、
市
町
村
教
委
の
担
当

課
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修

J
H
H
d
 

宇
中

t発
＃定
錨
棚
鎗
玖
爪
W
E
h
E
 

内
Jlv 

守
ノ
勺
J
f

o

、‘’’’’ 
延
岡
市
内
の
福
祉
施
設
の

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
・
ハ
ー
ト
メ
イ
ド
」

の
後
編
が
発
刊
さ
れ
た
。

「
作
業
所
で
作
っ
て
い
る

も
の
は
無
農
薬
野
菜
、
手
す

き
和
紙
な
ど
安
全
で
環
境
に

延

岡

「ハンドメイド・ハートメイドj

Z寝室製品やサービスを紹介
し
入
れ
を
受
け
、
平
成
M
年

7
月
に
設
置
さ
れ
た
。

ヘ
ル
シ
l
メ
ニ
ュ
ー

提
供
の
協
力
店
募
る

2
月
3
日
ま
で
・
延
岡
市
な
ど

延
岡
市
と
岡
市
健
康
長
寿

優
し
い
も
の
が
多
い
。
こ
う

い
う
製
品
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
て
ほ
レ
い
」
と
、
延
岡

精
神
保
健
福
祉
を
進
め
る
会

（
柳
政
勝
代
表
）
が
企
画
し
、

・市
の
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
情

動
支
援
霊
一
さ
の
補
助
金
字

受
け
て
作
っ
た
。

市
内
日
施
設
の
う
ち
、
前

編
で
は
主
に
小
物
を
作
っ
γ

い
る
7
施
設
を
取
り
上
げ
ず

昨
年
3
月
に
発
行
し
た
。
A
一



悪
穫
が
、
一
人
ず
つ
5
分
一
年
）
は
、
修
学
葬
で
長
崎

一
を
感
じ
た
と
い
い
、
「
た
く
さ
一
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持

以
内
で
発
表。

こ
の
う
ち
、
一
市
の
平
和
公
園
を
訪
れ
、
長
一
ん
の
方
々
の
犠
牲
の
上
に
今
一
ち
、
そ
の
輸
を
広
げ
て
い
き

「
思
い
や
り
を
も
っ
て
生
き
一
崎
原
爆
資
料
館
で
自
に
し
た
一
の
自
分
の
生
活
や
幸
せ
が
あ
一
た
い
」
「た
っ
た
一
つ
の
命
を

る
」
を
テ
l
マ
に
話
し
た
押
一
原
子
爆
弾
の
模
型
か
ら
そ
の
一
る
と
思
ヲ
」
と
主
張
。
一
大
切
に
し
、
周
り
の
人
と
伸
，

ニタ~－-l弓

固続ー質問から
（第3種郵便物認可） 第15614号

l医師侃や高齢化など、地域醸の課題解決が急務ですo どω 叩｜
組みますか。 ｜ 

日之影｜

岩
崎
信
候
補
（
灯
）
無
新

医
師
数
の

倍
増
を
国
に

＝
司
求
め
ま
す
。

《

医

師

不

足

は
、
裁
判
官

不
足
と
同
様
に
、
国
に
よ
る
不
当
な
定
員

数
制
限
を
起
因
と
す
る
も
の
で
す
。
単
位

人
口
当
た
り
、
ド
イ
ツ
は
医
師
数
2
倍
、

裁
判
官
数
日
倍
で
す
。
ド
イ
ツ
で
あ
れ
ば

「
職
業
選
択
の
自
由
の
侵
密
」
と
い
う
述

怨
裁
判
の
提
起
に
よ
り
、
す
ぐ
に
改
器
さ

れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
民
主
的
な
裁
判
が
4

．
な
い
た
め
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
民
一

人
ひ
と
り
が
行
政
機
関
に
よ
る
自
由
侵
笛

に
対
し
て
裁
判
提
訴
し
て
い
か
な
け
れ
ば

主
権
在
民
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
信
子
政

府
の
実
現
に
は
、
遠
隔
医
療
体
制
の
充
実

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
九
州
で
2
番
目
に

広
い
延
岡
市
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

最
高
度
の
医
療
を
受
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
医
師
の
必
要
性
を
最
小
化
す
る
た

め
に
、
健
康
を
維
持
地
進
す
る
体
制
を
最

大
作
υま
す
。
語
、
穣
娘
、
温
泉
浴

を
推
奨
し
、
医
者
い
ら
ず
の
ま
ち
に
し
ま

す
。
三
北
に
そ
れ
ぞ
れ
天
然
温
泉
施
設
を

設
置
し
、
健
康
と
幸
福
増
進
憩
い
の
場
を

創
出
し
ま
す
。
各
地
で
健
隣
超
助
教
室
を

聞
き
、
無
料
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す。

首
藤
正
治
候
補
（日
）
無
現

県
立
延
岡

p
病
院
に
負
荷

甘い輔

が
か
か
り
過

特

ぎ

て
い
た
こ

と
が
医
師
を

遠
ざ
け
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

い
わ
ゆ
る

「コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
の
抑
制
に

取
り
相
ん
で
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
医
師

会
の
ご
堕
刀
を
得
な
が
ら
、
そ
れ
を
カ
バ

ー
す
る
受
け
皿
と
し
て
の
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
の
充
実
や
新
規
嬰
震
の
支
援
に
努

め
、
ま
た
予
防
医
療
に
も
注
力
し
て
き
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
継
続
し
な
が
ら
、
医

師
確
保
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
「延
岡
市
の

地
域
医
療
を
｛
す
Q
条
例
」
は
全
国
の
市
町

村
の
中
で
初
め
て
制
定
さ
れ
、
各
地
か
ら

注
目
を
掠
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
医
療
機
関
、

市
民
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
口
務
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
健
臨
時
つ
く
り
へ
の
市

民
意
識
の
雷
要
性
を
高
ら
か
に
蝿
け
た
も

の
で
す
。
多
く
の
医
師
の
共
感
を
呼
び
、

以
前
は
敬
遠
さ
れ
て
い
た
延
岡
地
域
へ
の

赴
任
に
つ
い
て
も
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、

本
市
が
強
く
要
望
し
て
実
現
し
た
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
有
効
活
用
を
図
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
側
面
か
ら
地
域
医
療
の
拡
充
強
化

を
図
り
ま
す
。

小
田
忠
良
候
補
（斜）
無
新

医
師
の
不

足
は
、
特
に
、

よ
地
方
に
お
い

て
大
き
な
社

会
問
題
で
す

の
で
、
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
改

・

正
な
ど
を
含
め
へ
国
に
対
し
て
も
要
望
活

動
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
師
の
高
齢
化
に
よ
る
廃
業

に
つ
い
て
は
、
若
い
医
師
を
そ
の
ま
ま
継

続
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
業
医
に
な
る

に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
で
す
か
ら
、

公
設
民
蛍
の
病
院
建
設
を
P
F
I方
式
で

建
設
で
き
な
い
か
ど
う
か
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一方

で
、
医
師
不
足
を
解
消
し
て
い
く
取
り
組

み
の
ほ
か
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を

保
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
食
生
活
の
中
で

栄
援
の
バ
ラ
ン
ス
や
塩
分
を
取
り
過
ぎ
な

い
よ
う
に
、
減
境
食
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
し
、
適
度
な
巡
動
習
慣
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
こ
と
や
、
か
か
り
つ
け
医
師
を
持

つ
こ
と
も
広
報
し
な
が
ら
、
健
康
市
民
づ

く
り
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。

と」
「畏
い
問
、
野
球
を
し
て

い
く
た
め
の
体
を
つ
く
る
こ

と
」
「
道
具
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
を
実
践
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
触
れ
、「
家
族
や
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
恩
返
し
が
し
た

い
。
今
、
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
を
続
け
て
、
夢
に
向
か
っ

「血液が語

延岡 正しし

延
岡
市
の
太
陽
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
高
橋
弘
滋
院
長
（
臼
）

が
こ
の
ほ
ど
、
「
血
液
が
語
る

沖
田
川
河
口

渡
り
鳥
で
に
ぎ
わ
う
河

口
に
「
キ

l
ィ
、
キ
ィ

キ
ィ
」
と
轡
く
鋭
い
声
。

時
き
声
の
主
は
モ
ズ
。
こ

ず
え
に
止
ま
っ
て
高
附
き

H

肉
食
系
na

向
き
か
へ
て
梢
に
光
一

し、
H

肉
食
系
u
野
口
付
の
存

在
感
を
示
し
て
い
る。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
雌

雄
別
々
に
制
強
り
を
持

木
の
枝
に
止
ま
っ



－ヲ

県
北
部
の
商
工
会
地
域
の
一
か
ら
、
門
川
町
南
町
の
町
総
一
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
l
（
正
午
一
町
商
工
会
女
性
部
で
つ
く
る

一指
示
器
は
叩
M
手
前
だ
が
、
一
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

物
産
を
集
め
た
「
ゃ
っ
ち
ゃ
一
合
文
化
会
館
西
側
駐
車
場
で

一ご
ろ
）
、
餅
ま
き
な
ど
楽
し
い
一
熟
女
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
A
一車
線
延
更
は
速
度
で
距
離
が
一
こ
れ
か
ら
の
運
転
に
役
立
て

る
ば
い
門
川
ひ
む
か
物
産
一
あ
る
。
雨
天
法
行
。
午
後
4
一
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
一

K
B
Bの
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

一異
な
る
の
で
3
秒
前
に
」
な

一
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
レ

展
」
が
2
月
2
日
午
前
9
時
一
時
ま
で
。
門
川
町
商
工
会
な
一
ん
。

一も
あ
る
。

一ど
と
交
通
法
規
を
お
さ
ら
い
一
た
。
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岩
崎
信
候
補
（
灯）
無
新

h
m司
J
F

起
業
家
を

輸

4
j歩
自
ら
育
て
る

嗣
ρ

日
…
話
一
一
、

自
力
本
願
が

a
k
F」
，

uq優先
さ
れ
ま

d
a沼
N
L『
す
。
起
業
家

が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
育
つ
自
由
で
創
造
的

な
翠
審
撃
え
ま
す
。
創
造
力
を
伸
ば
す

教
育
を
推
進
し
、
延
岡
か
ら
、
ピ
ル
・
ゲ

イ
ツ
、
グ
l
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
牟
以
来
養

成
都
市
に
し
ま
す
。
学
校
、
図
書
館
な
ど

を
最
高
度
に
I
T化
し
、
呈
徒
全
員
に
携

帯
P
Cを
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
公
正
な

競
争
環
境
を
盤
九
る
こ
と
が
、
地
域
の
自

律
的
経
済
発
展
の
必
要
条
件
で
す
。
談
合

政
治
、
談
A
量
（
約
、
談
合
公
務
員
任
用
を

排
除
し
、
新
規
受
妨
害
排
除
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
機
会
均
等
が
保
障
さ
れ
、

誰
も
が
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
な
け
れ

ば
、
市
民
事
業
者
が
創
意
工
夫
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
経
済
の
健
全
な
発

達
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
世
界
最
高
度
の
電

子
政
府
の
実
現
に
よ
り
、
日
本
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
、
自
然
に
人
、
企
業
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
自
然
に
関
連
産
業
が
発
達
し

ま
す
。
他
所
の
人
が
、
延
岡
に
移
り
住
み

た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
的
な
生
活
環

境
、
温
か
い
お
も
て
な
し
の
人
情
を
育
む

こ
と
も
必
要
で
す
。

／ 

首
藤
正
治
候
補
（日
）無
現

込
時
闘
は
1
1
t
F

6
年
ほ
ど

弘
臨
掴
輔
鯛
漕
織
瞬
wv
前
に
払
炉
本

一樹
園
瞬
時
時
閣
誠
司

部
長
と
な
っ

舗
関
h
U
Jぺ
て
「
企
業
立

t
創
刊
l
t、可

地
推
進
本

部
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
庁
的

な
企
業
誘
致
の
た
め
の
組
織
で
す
。
現
在

は
さ
ら
に
特
命
担
当
副
市
長
の
特
命
事
項

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
体
制
強
化
し

て
い
ま
す
。
企
業
誘
致
は
、
い
わ
ば
企
業

に
対
す
る
国
治
体
の
営
業
活
動
で
す
。
誘

致
担
当
課
は
可
能
性
の
低
い
企
業
に
も
数

多
く
ア
タ
ッ
ク
を
か
け
、
あ
る
程
度
可
能

性
の
高
ま
っ
た
相
手
先
に
’は
副
市
長
が
乗

り
出
し
、
さ
ら
に
ホ
ッ
ト
な
見
込
み
先
に

は
わ
た
し
も
一
緒
に
な
っ
て
ト
ッ
プ
営
業

を
か
け
て
い
き
ま
す
。

実
際
に
こ
れ
ま
で

も、

こ
う
し
た
形
で
数
社
の
誘
致
を
成
功

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

雇
用
の
創
出
の
も
う

一
つ
の
方
法
は
、
地
域
内
の
事
業
所
の
発

展
拡
大
に
よ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
1

・
2
・
3
次
産
業
の
各
分
野
に
お
い
て
産

業
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
を
拡

大
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
各
産
業
分
野

に
お
い
て
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

’
ま
し
た
の
で
、
そ
の
実
施
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

小
田
忠
良
候
補
（
斜
）
無
新
r

’

企
業
誘
致

dEf内
と
雇
用
創
出

制

答

と

‘

に
つ
き
ま
し

陪

駆

除

点

て
は
、

今
か

月
同
い
胃
X
ら
8
年

前

に
、
延
岡
市
民
の
民
意
に
よ
り
、
延
岡
市

民
で
あ
る
首
長
が
誕
生
し
た
当
時
は
喫
緊

の
課
題
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
8
年
の
歳
月

が
流
れ
、
市
民
の
方
々
が
納
得
で
き
る
雇

用
の
創
出
は
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
を
伴
う
企
業
誘
致

は
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
企
業’

誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
で
は
な
く
、
第
工

次
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
生
産
向
上
を
図

‘
り、

若
い
人
た
ち
の
仕
事
を
つ
く
る
こ
と

で
雇
用
創
出
を
尋
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
1
構
想

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組

み
の
中
で
県
や
市
、

宮
崎
大
学
、
九
州
保

健
福
祉
大
学
、
大
分
大
学
、
県
病
院
、
地

元
企
業
な
ど
で
官
民一

体
の
協
議
会
を
つ

く
っ
て
、
医
療
産
業
を
全
世
界
に
発
信
す

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
器
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地
元

企
業
の
医
療
産
業
で
の
若
者
の
雇
用
を
創

出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
l
セ
ン
タ
ー一
差

広
場

水
道
の
震
観
を
楽
し
み
な
が

一

を
主
会
場
に
行
わ
れ
る
。
主

一ら
春
の
自
然
を
体
感
し、

健一

催
す
る
佐
伯
市
観
光
協
会
ウ一

康
や
体
力
つ
く
り
を
推
進
す

一

オ
l
キ
ン
グ
事
業
で
は
参
加一

る
こ
と
が
目
的
。

一

若手号話時そ話語悲議議麹繍編砂
誓吉会i義主告号室富 嘉言雲雀3 ｜大分県マ7；；；；；：；ごムシター｜
、カきょ客ぞ魚使にセ 集、、 日兵力

号室長勾指針三五錯さ 2月2日、参加者募る

恵
方
巻

ち
ブ
リ
カ
ツ
工
本
を
試
食

一

し、
残
り
の
4
本
は
お
土
産。

一

定
員
は
加
入
。
参
加
費
は
一

2
0
0
0円
だ
が
、
親
子
で

↑

工
人
分
の
参
加
も
司
。

一

締
め
切
り
は
出
目
。
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同

セ
ン
タ
ー
の
小
野
さ
ん

（密

0
9
7
2
v
Q

・1
3
工

工、

、
フ
ァ
ク
ス
0
9
7
2

・
必
・

1
5
31
）
へ
。



編
集
部
窓
＠

5
0
0
1
一－

P

定
患

似
＠
5
0
5
0
一
弘

販
売
部
8

＠
5
0
0
2
一
心

｛

m
g
m＠
5
3
0
5
一切

官
業
節
怨
＠

5
3
0
6
一・
引

（広告｝

胤

＠

5
1
5
0

一d

一一一＝一一

面

面

画

面

函

菌

加

三＝一－

nL
q
JV－E
－vヴ
l
n
u
n
E
L
K

－一一三一
一
剛

釦

即

酌

剛

（

川

議
一
則
創
刊
一
崎
一
泊
ス
川

＝＝－
4
・〈
カ
謀
d
z
ニ
N

一
一
三
一
跡
ス
案
律
演
－

T
m

一
一
韮
一
淵
一
マ
定
制
局
↑

川ハ

一三一一閉
店U
破
砕
下
地
＋
か

奮

闘
一成
拡
町
市
町
一
明
附

恒
一
世
さ
戦
一
閣
議
二
作

一一一一戸一

軒
や
長
問
仲
間
田
手

一
一
三
一
一
容
み
成
田
引

稲

野

＝＝一一
一
門
］
門
〕
門
〕
門
〕
門
〕
門
凶

タウ
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戸
数
正
氏

橋
口
寛
氏

百一ホ

1
4

Z
船
市
内
会
・
区
内
J

h

、、，Z
ド、

開
沌
フ
白
E
E
P
』
恥
且

W
E
F
arノ
白
河
門
V
I
I
I

A
又

1
1ず
E
z
a〔

4
f
A羽川

J

t
s
E
E
4

相

3
人
が
立
候
補
予
定

任
期
満
了
に
雪
延
岡
夏
、
が
盈
畠
雲
れ
る
。
翠
に
は
3
避
を
是
正
認
の
藤
正
治
氏
（
臼
）
と
一
く
、
韓
議
一
低
下
が
笠
宮

新
人
で
前
市
括
合
刷
揺
長
の
小
田
忠
良
氏
（
制
）
、
北
川
町
の
会
社
禁

2蕗
震
（
訂
）

H
い
ず
れ
も
無
所
属
、

衷
一
れ
る
。
塁
諺
盤
謹
は

明
附
H
が
立
候
制
を
器
明
レ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
副
き
は
な
く
、

3
人
の
戦
い
に
な
る
公
算
が
大
き
い
。

一
過
去
最
低
（必
・必
%
）
だ
っ

一
た
平
成
凶
年
以
降
、
岡
市
年

間
藤
氏
は
2
期
8
年
の
突
一
通
後
の
延
岡
新
時
代
に
向
け
一
を
広
げ
る
。

・

一の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
浸
透
を
一
（
印
・
お
%
）
、
同
包
年
（
切

組
を
強
制
し、
「
商
速
道
路
開
一
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
一
昨
年
ロ
月
お
日
に
立
候
補
一
目
指
す
。
「
市
民
に
こ
ん
な
巡
一
・
お
%
）
と
上
蝉
。
市
選
管

な
ど
を
訴
え
る
。
自
民
、
公
一
を
欝
し
た
出
超
氏
は
、
宰
一
択
肢
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
は
留
を
上
回
れ
る
よ
う
投

明
、
民
主
、
朴
民
な
ど
の
政
一稲
畑
巡
の
ま
ち
づ
く
り
や
会
一
示
し
た
い
」
と
酪
す
。
一
践
を
呼
び
掛
け
る
。

党
や
迎
合
宮
崎
は
じ
め
各
租
一
行
政
文
岱
の
電
子
化
、
市
長
一

声
認
道
路
新
時
代
を
迎
え
一
立
候
補
の
受
肘
付
け
は
、

団
体
の
推
悶
を
取
り
付
け
る
一報
酬
削
%
削
減
な
ど
を
剥
げ
一
る
本
市
の
か
じ
取
り
智
信
決
一
あ
す
午
前
8
時
却
分
か
ら
同

な
ど
組
織
を
固
め
る
一
方
一
る
。
後
援
会
な
ど
は
つ
く
ら
一め
る
選
挙
に
位
踏
付
け
ら
れ
一

ω時
ま
で
市
社
会
教
育
セ
ン

で
、
言
り
な
る
政
輝
の
浸
透
一ず
、
独
自
の
活
動
で
市
民
へ

一
る
が
、
際
立
っ
た
争
点
は
な
一
タ
1
2附
研
修
警
で
、
同

・と
支
持
鉱
大
を
目
指
す
。

小
田
氏
は
市
臨
会
臨
民
と

し
て
住
民
の
声
に
耳
を
似
け

て
き
た
経
験
か
ら
、
「
第
工
次

提
ん
の
護
花
と
阿
用
対
簡

が
最
謹
級
自
な
ど
と
意

欲
房
燥
や
す
。
組
織
に
馴
ら

な
い
徹
底
し
た
誌
の
根
活
動

を
展
開
。
街
聞
の
つ
じ
立
ち

ゃ
ミ
ニ
鈍
会
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、
地
域
に
支
持
の
輪

－

一ア
l
マ
は
建
議
で
す
。

「
臼
向
l
都
農
」
の
開
通
で
延
わ
れ
る
撃
に
な
り
ま
す
。
延
岡
市
の
麓
の
年
と
位
蒋
き
締
め
て
い
く
と
と
も
に
、
法

一

3
月
凶
目
安
九
州
自
動
華
岡
市
と
宮
崎
市
が
つ
な
が
り
、
議
さ
ん
は
市
長
と
し
て
2
け
る
な
ら
ば
、
リ
ー
ダ
ー
撞
壱
ラ
の
配
布
や
個
ム
説
会

一

’

l

蕊
泌
環
境
が
劇
的
に
変
わ
り
ま
期
8
年
間
、
行
財
政
改
革
を
は
か
な
緩
験
と
政
策
の
英
一
力
が
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
し
て
、

一
翠
＼
斗
げ
が

丞
演
と
定
ま
り
、
へ
丙
持
主
7
3
岸

上

照

夫

露
さ
ん
の
政
簡
は
も
と
よ

一
一幽
（f
r

二
甲

詣
賜
と
実
守
支
点
初
訪
え
と
後
援
会
長

引γ
舗
は
守
れ
山

内
γ

霊
〆
＆
、
d
o
す
。
そ
ん
な
震
に
禁
裏
じ
め
各
翻
行
政
実
務
に
掛
わ
め
る
彼
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
の
市
民
に
知
っ
て
も
主
主

J
ん

・

ー

に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
り
、
佐
伯
市
と
も
巡
撹
を
探
め
ん
。
う
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
み

』
、
‘

岸
上
照
夫
氏
く
り
蓬
め
て
い
く
の
か
が
間
て
さ
ま
レ
た
。
次
の
4
年
間
を
議
期
間
は
、
議
会
罰
ま
す
。

V
4
d

商
議
題
一
が
慰
し
で
も
、
ス
ば
か
り
で
、
延
岡
を
遍
さ
す
る
繋
撃
の
振
興
と
、
観
う
す
る
と
い
ラ
明
確
な
ピ
ジ
ョ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
告
示

E
大
分
や
宮
崎
方
面
へ
の
ア
ク
セ
れ
る
き
で
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
光
地
と
し
て
の
雷
基
地
位
ン
が
あ
り
ま
す
。
出
場
決
意
す
り
投
開
蛮
で
短
期
決
戦
で

A
司
g
’

I

E

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
闇
め
が
不
可
欠
。
小
田
さ
ん
は
し
た
昨
年

ω月
泣
回
以
降
に
聞
す
が
、
市
長
選
が
行
わ
れ
る
こ

い
璽
ぺ
計
段

誠
実
な
人
物
、
知
っ
て
も
ら
う
鎧
額

一
向
…
単
一
一

巳

略

図

書

夜

鳥

‘

く

魅

力

あ

る

n

賛
J

く
り
H

目
標
に
向
か
っ
て
互
懸
命
に
催
し
た
ミ
ニ
鈍
会
は
初
回
を
超
ら
つ
こ
と
に
盟
零
雲
、
力

aEPl

を
宮
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

巻
、
融
安
人
物
。
小
田
さ
え
、
中
旬
人
姦
ま
っ
た
と
嘉
探
し
て
い
き
ま
す
。

前
田
町
1

江
疎
晴
男
氏
そ
の
た
め
に
は
三
北
を
初
め
と
ん
に
は
、
夏
日
凡
な
っ
た
喜
こ
ろ
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な
琵

う
U
引
副
島
引
配
劃
引
引
副
引
刈
引
到
引
引
引
副
引
劉
引
制

u

n－
－

嘉
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
削
減
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
す
べ
棄
な
ど
の
蓬
に
も
つ
な
が
は
絶
対
的
な
自
信
が
あ
る
の
で
ん
が
、
ポ
ス
タ
ー
を
弾

Pょが

u
－l

て
が
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
第
る
の
で
は
と
思
い
手
。
ど
れ
だ
け
知
っ
て
も
ら
い
、
理
’
露
し
た
チ
－

Zを
号
、

寸

圏

攻

策

之

白
官
、器、
ハ面
♂
る
岩
崎
氏

間
関
税
続
長

一

四
剛

一
i
z
j
l
a－
E
l』

t
1
4
1
E
p
i
－

－い
ま
す
。
事
掛
け
て
も
支

一

田

昌

一
に
訴
え
ま
す
。
日
本
の
最
重
政
策
の
速
い
は
は
っ
き
り
と
解
し
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
と
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行
く
つ
も
り

一

E
E

製
服
組
を
延
岡
カ
怒
先
し
て
や
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
立
候
補
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
進
本
的
に
は
ポ
ス
タ

司

り

と

げ

る

こ

と

で

日

本

を

け

ん

者

が

一番
良
い
の
か
を
市
民
に
期
間
中
は
、
立
会
演
説
な
ど

l
張
り
滋
説
に
な
り
ま
す
。

岩
蛸
信
氏

現
職
に
新
人
挑
む

宮
崎
市
長
選
あ
す
告
示

任
期
満
了
に
伴
う
宮
崎
市
一
長
選
は
凶
日
に
告
空
母
れ
、
一
県
迎
、
公
明
党
謀
本
部
、
速

一

2m国
を
目
指
す
現
職
の
戸
一
合
宿
崎
一
の
扱
附
を
一
御
て
、
「
市

一整
民
（
引
）

H
無
所
属
H
一民
総
－
訟
で

『
宮
崎
己
の

一
と
、
共
一
覧
畿
の
新
人
で
一
ア
ッ
プ
さ
と
愛
込
む
。

一党
県
中
部
地
区
常
任
餐
民
の
一
掘
口
氏
は
昨
年
内
M
月
お
臼

一橋
口
寛
氏
（
臼
）
が
立
候
補
一
に
立
候
補
を
表
明
。
「
市
民
の
・

一
を
予
定
す
る
。
投
謀
は
羽
田
一
一
向
島
主
嗣
き
、
・大
切
に
す
る
市

一で
、
即
日
間
宮
れ
る
。
一
政
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
市
民

一
戸
数
民
は
宮
崎
市
出
身
、
一
の
嬰
裂
や
苦
情
を
寄
付
げ

一県
立
燦
築
大
学
校
卒
。
旧
佐
一
る
相
談
所
段
置
な
ど
を
掲
げ

一
＋
旗
町
長
を
経
て
、
平
成
担
一
る
。
高
鍋
町
出
身
。
九
州
大

一
年
の
前
田
市
長
選
で
初
当
一
卒
J

一
退
。
自
民
党
県
速
や
民
主
党

ω時
か
ら
牛政
答
。
時
ま
で
市
一
5
方
7
3
2
8・
令

選
挙
管
理
脅
民
会

m務
局
で
一一

出
陣
式
や
独
自
の
勘
き

智
之
富
市
は
お
自
に
市
内
一

部
カ
所
で
行
わ
れ
、
即
日
開
一

3
氏
、
あ
す
の
予
定

慰
さ
れ
る
。

一
延
岡
市
決
選
挙
は
あ
す
告

期
島
撃
は
初
日
か
ら
一
一
示
。
ヌ
需
を
脅
し
て
い

お
臼
ま
で
、
社
会
教
育
セ
ン
一
る
3
氏
も
本
格
的
な
議
中
戦

タ
1
2階
研
鐙
室
5
と
北
方
一
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
会
館
一
首
藤
氏
は
午
前
7
時
か
ら

室
、
北
浦
公
民
館
、
北
川
町
一今
山
八
幡
宮
で
必
勝
祈
願

総
A
g又
所
3
階
会
議
室
で
受
一
祭
、
同
9
時
か
ら
卸
本
町
の

げ
付
け
る
。
時
間
は
午
前
8
一
延
岡
卸
曹
掛
セ
ン
タ
ー
会
館

時
泊
分
か
ら
午
後
8
時
。
ま
一
前
で
出
陣
式
に
臨
む
。
午
後

た
、
島
浦
町
の
住
民
は
、
泣
日
一
マ
時
却
分
か
ら
絹
ケ
丘
の
延

午
前
8
時
加
分
か
ら
午
後
6
一
間
保
韓
国
コ
ン
フ
ォ
l
ト
ス

時
ま
で
、
島
野
浦
島
削
指
総
一
ク
エ
ア
で
個
人
制
脱
会
を
予

合
セ
ン
タ
ー
で
醤
か
で
き
る
。

一定
し
て
い
る
。

有
刷
新
数
は
昨
年
以
月
2
一

小
田
氏
は
立
候
制
届
け
出

日
現
在
、
ゆ
万
6
6
0
4人
一
の
後
、
午
前
9
時
か
ら
出
北

（貝
4
万
9
2
7
6人
、
女
一
の
マ
ミ
1
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐

車
場
で
出
陣
式
が
行
い、
．市

門
誕
耐
に
出
発
す
る
。

岩
崎
氏
は
立
候
制
届
け
出

を
済
ま
せ
た
後
、
市
内
で
ポ

ス
タ
ー
張
り
や
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

有
栂

者
に
政
簡
を

FAる。
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宮崎県市町村対抗駅伝の
写真も販売中l

みやにち写斑館

1月20日（月）尖送

設
置
や
カ
ジ
ノ
誘
致
反
対
な
ど
を
一
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
の
思
い
で

掲
げ
、
支
持
を
広
げ
た
い
考
え
。
一3
度
目
の
富
蓬
へ
の
挑
戦
影
浜

日
日
の
第
一
声
で
は
「
介
諮
保
一
意
し
た
。
支
持
母
体
は
な
い
が
、

険
料
を
払
え
る
額
に
引
き
下
げ
る
一
日
年
閣
の
市
醸
時
代
を
支
え
た
後

必
要
が
あ
る
。
市
民
の
命
を
守
一
援
会
を
軸
に
草
の
根
的
に
支
持
を

り
、
痛
み
や
苦
し
み
が
分
か
る
市
一広
げ
た
い
考
え
。
農
林
水
産
業
の

政
の
実
現
を
図
り
た
い
」
と
強
調
一
立
て
直
し
ゃ
商
店
街
の
活
性
化
、

神
話
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
資
源
や
一
橋
口
氏
は
現
職
の
無
投
票
当
選

τた。

雇
用
型
客
図
る
と
し
、
同
日
の
．

申
窃
を
生
か
す
こ
と
が
使
命
。
県
一
を
回
避
し
ょ

2
、
昨
年
ロ
月
お
一
日
日
現
在
の
有
権
者
数
は
詑
万
一
出
堕
乱
で
は
「
繰
一
水
産
や
観
光

都
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
日
に
出
馬
表
明
。
市
民
の
百
蓄
一や一

5
3
4
0人

（男
日
万
3
6
7
一
部
門
を
強
化
し
、
活
性
化
に
つ
な

里
担
す
」
と
暫
え
た
。

一
苦
情
ー
な
ど
を
受
け
付
け
る
窓
口
の
一人
、
女
口
万
4
97
3
人）

。
一
げ
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

：
ー

一
岩
崎
氏
は
出
堕
乱
は
行
わ
ず
、

日
記
歳
こ

3
売
に
除
、
J
延

一
記
者
団
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

u
b
v
副
叩

p
v
ι
ζ
立

本

』

ノ

も

彰

ず

』

岡

一応
。
富
手
一
警
の
偲
走
や
的

・

1

4

4

4

6

一報
公
開
の
徹
底
な
ど
を
醇
え
た
。

話
市
長
選
に
は
新
人
で
会
社
一
昭
。

逼
を
見
据
え
た
聾
男
強
化
や
子
一
小
田
氏
壁
候
補
届
け
出
と
同

社
長
の
岩
崎
信
氏

（灯
）
、
3
期
一
昨
年
3
月
に
立
候
補
そ
表
明
し
一
育
て
嘉
琵
設
整
備
を
挙
げ
る
。
一
時
に
延
岡
市
践
を
自
動
失
職
し

目
を
恩
寺
d

現
職
の
首
藤
正
治
氏
一
た
首
藤
氏
は
、

1
00
を
寧
え
る
一
四
日
の
出
陣
式
で
は
「
8
年
間
の
一た
。
日
日
現
在
の
有
植
者
数
は
叩

（日
）
H
自
民
、
民
主
、
公
明
、

一
団
体
・
伶
襲
か
ら
支
援
を
受
け
、

一仕
事
に
は
自
信
が
あ
る
。
さ
ら
に
一方
6
5
81
人

（男
4
万
9
2
7

｛
局
崎
市
四
惑
は
無
所
属
で
現
職
一
戸
敷
氏
は
政
党
や
経
情
団
体
、
一
市
郡
陸
師
会
震
の
機
能
充
実
な
一
社
民
議
編
、
新
人
で
前
市
脱
会
一
襲
撃
を
衝
す
る
。
自
ら
の
一
舗
を
悶
警
C
せ
る
べ
く
粉
骨
砕

T人
、
女
5
万
7
3
1
0人）。

2
5）員、
霊
、
一
議
な
ど
か
ら

8
0を
超
え
る
一ど
の
政
策
を
挙
げ
る
。

一

塁

の

小
田
量
氏
自
）
が
一
2
期
8
年
の
言
語
し
、

3
一
暴
力
す
る
」
存
び
掛
け
た
。

一
都
城
市
議
選
が
告
示

公
明
道
胸
H
と
共
震
新
人
で
一
推
事
軍
将
げ
た
。
註
財
政
改
革
な
一
日
の
出
裂
で
昼
食
、
花
、
五
犠
し
た
（
翠
附
属
、
届
け
出
一
習
に
向
立
東
九
州
自
型
地
開
一
小
震
は
「
活
気
の
あ
る
延
岡
一

川一沼市
一一比一遣
い
清
涼
ル
池
唯
一
一
鱈
韓
関
関
届
け
出順

一ー

（

詩
語
諮
問
時

望
書
量
墨
一
E

z

什
一
、

12
現
霊
2

i
圃

置

盟

主

プ

大

町

一

ぅ

宮

崎

市

議

選

（被
選
挙
数

子

聾

一

…

議

搬

二

一

ド

ト

ち

？

よ

み

制

薗

圃

璽

共

喜

一民

龍

一

緑

町

。（
硝

睡

蓮

竃

逗

昌

一

一

間

h
E

’l’h
p
d
y
t

J

町

長
民
県
市

＼

～
M
l
l
市
旭
掴
司
司

閃

相

・

、
市
一

塁
審範

…

護
側
…
、
f
帆

ザ

ピ

笠

間

職

崎

市

忌

」

ι
一
間

．

言

活

協

〉
崎

一に
立
籍
者
一

覧）

璽一一一一一鶴見…

＼
♂
均
一
一
一
一
本
討
結
一
一
一
紘
一
凶
器
寵

亘宣言雪量量
一

…

「

回

1
1細
菌
市
品
購
市

Fp
dvs
党議相一定忠明れれ民

一人。

醐
醐
圃
瞬
間
醐

届け出
順

し

3

3

2

2

2

一書留午前
7
時
1

午後

一8
時

（
一
部
で
繰
り
よ
げ
）
、
都

h
E
Z岡
川

説

明

四

四

↓

調

整

見

識
育
学
了

か

は

お

薄

吋

ト

ヰ

m
a
J社
苦
言
内
部
カ
所
で
語
れ
る
。

m

i
l
l－＼
圏

熱

信

福

相

一

vJ

Z
両

以

議

必

期
会
会
工
3

事

越

さ

ム

幽

駅

司

祭

間
会
語
大
一
日
現
在
の
有
権
裏
は
日
万
7
5

れ川
l
l凶
圃

園

通

、

市

仁

匡

ー圃

L
明

必

訟

工

人

大

町

J
E
h
k圃
腰

門

書

大

市

一

4
3人
（男
6
万
3
5
6
5人、

t
h
f

＼
園
日
轟
組
事
総
理
“
削
霊
忌
華
麗
智
訂
正
一
女
7
万
3

；。

k

耕
一
二斗五一一一
－A

町一一一一一韓関

I
l
l
l」
・

圃

国

費

町

f
ME
J
L－
，

所

年

部

自

R
い

ご

ヘ

k
r、

市
代
工
肌
一
事
数
娃
巾
霊
と
同
じ
。

＝＝＝＝＝
＝＝＝
E
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現
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、
新
人
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打
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宮
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【延岡市西階町、幼稚園
事立昔前編瀬裕子さん（42）】
幼雄図勤務は22年目。事
関式がlE!り、子どもたち

と段後の思い出づくりを楽 しんでいま
す。これから成長する中で、いつでもこ
の燭所に戻ってきてほしいです。

lliil:I阻:::U.Hlll( 1 8) 

問
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
取

材
は
多
い
。
－
人
な
い
し
複
数
の

有
機
者
ら
が
窃
漣
し
寵
零
研
究

な
ど
か
ら
の
知
見
や
情
報
、
提
包

を
述
べ
る
が
、
聴
き
に
来
た
人
た

ち
を
会
場
の
後
ろ
で
見
な
が
ら
い

つ
も
思
う
。
「
聴
き
得
た
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
多
考
に
し
、
本
当
に
生

か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
聴
い

た
だ
け
で
満
足
し
、

『は
い
、
終

わ
り
』
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い

LI記章逼s.1-r.石田園，＿.＿：

・・開閉

100減おめでとう。高千穂
町と社会福祉飽機会が下野の
佐膝キクエさんにお祝い。

－－－ 
f乍って残そう。延岡市役所
などで「まちなか循環パス」
のペーパークラフト配布。．．． 
1肖えゆくJR日向市駅前の
もシンボル、 。旧JA日向会
館の解体工お進む。

か」

と
。
日
向
市
で
聞
か
れ
た
広

域
観
光
か
ら
地
蛾
の
魅
力
づ
く
り

を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
泉
観
州制

演
も
含
め
て
な
か
な
か
一
示
唆
に
窃

ん
だ
内
容
で
久
し
ぶ
り
に
隠
さ
応

え
が
あ
っ
た
。
あ
の
場
に
い
た
皆

さ
ん
が
今
後
、
ど
う
自
分
の
仕

m

や
活
動
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
か
期

待
し
た
い
。有
誌
な
ヒ
ン
ト
は
得

ら
れ
た
は
ず
。後
は
ア
イ
デ
ア
や

l
l
l
実
行
力
、や
る
気
あ
る
の
み
J
（幹）

::j~ 

巳」怠ん．しょの実

CE;豊里盟国E書；....＿

県
水隠臼2014年（平成26年）守月22日

初
日
菌
擦
の
語
宮
窪
に
は
、
新
γ
〈
で
会
霊
長
の
岩
崎
信
さ
ん

g、
現
段
の

．
首
藤
正
治
さ
ん
（関
）、新
人
で
前
市
機
会
副
隊
長
の
小
田
忠
良
さ
ん
（倒
）
が
立
候
補
し
た

（届
け
出
回
。

3
人
の
繍
孤
と
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
紹
介
す
る
。

（高品長）

主張はっきり表現を
上野中生小論文書き方学ぶ

北
米
、
南
米
、
欧
州
、
ア
フ

川
町
庄
事
住
民
い
、
器
し
開
と
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
市
民
一

リ
ヵ
、
ア
ジ
ア
・
：
。
回
っ
た
国
て
野
菜
を
つ
く
り
鶏
を
飼
う
。
が
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
そ一

は
閃
カ
図
。
高
校
を
卒
業
後
、
同
市
で
暮
ら
し
て
い
く
中
で
し
て
高
度
に
悠
子
化
さ
れ
た
行
一

長
い
海
外
の
旅
を
海
し
ず
み
T

ん
突
童
＝
た
っ
た
援。

行
政
に
術
政
の
実
現
だ
。

一

だ
の
は

「自
由
と
は
伺
か
」
と
務
示
装
め
て
も
パ
プ
リ
ツ
現
市
政
に
は
物
虫
9
こ
と
が
一

い
き
と
だ
っ
た
。
半
年
選
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
在
地
ベ
て
多
々
あ
る
が
、
請
の
泉
は
一

・
：

F

V

P
i
l

－－
b

‘

，

手
放
し
で
絶
賞。

「
冬
で
も
笠
一

2酔
b

’I
』
「
，
、
．
g
i
v
－－a

’’’
a
－R
F

A

P

、．

－

動

向
M
円
！
”
叫
h
り

向

口
・4

士
ω
z
a
R牛

れ
る
山
が
あ
っ
て
繁
明
ら
し
一

、w
J

・aAノ
、
官
a
F
i
1
白

E
E

・旨’
Baι

一
4

一

・・
1

，，

．
．
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・

い
」
と
し
た
・2
え
で
「
位
か
な
一

し
た
ド
イ
ツ
で
は
大
学
図
窃
飽
も
、
満
足
い
く
対
応
が
得
ら
れ
自
然
ば
滋
倒
の
仕
方
で
観
光
産
一

じ
る
さ
つ
に

に
迎
い
、
ド
イ
ツ
館
シ
淫
仰
を
な
い
。
そ
ん
な
不
満
の
先
に
鍛
の
容
肢
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。一

点
を
税
明
。
策

勉
強
。
「
法
治
国
家
と
は
こ
う

「自
分
で
誕
簡
な
市
民
本
位
の
こ
れ
ま
で
旅
し
た
国
々
が
、
ど
一

に
し
、
は
っき

い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
ま
ち
に
す
る
」
と
の
気
持
ち
が
う
や
っ
て
観
光
客
営
翠
・
し
て

一

表

現
す
る
た
め

が
分
か
っ
た
」
と
い
う
。

芽
生
』
え
、
立
候
補
を
決
意
し
た
。
い
る
か
を
見
て
き
て
ノ
ウ
ハ
ウ
一

宮
崎
回
日
新
聞
社
カ
記
者
な
ど
一
と
な
ど
の
間
接

4
年
前
に
延
岡
市
に
転
入
。

マ
ニ
フ
エ
ス
ト
に
慮
り
込
ん
は
持
っ
て
い
る
」
と
観
光
振
興
一を
派
遣
し
て
授
撲
を
行
う

「円
子
校
一
ま
た
、
摂
的

自
鎗
自
足
を
目
指
し
て
同
市
北
で
い
る
の
は
徹
底
し
た
情
報
公
に
も
自
僧
を
の
ぞ
か
せ
る
。
一
に
g
Bが
や
っ
て
く
る
」
は
幻
一
力
、
制
断
力
な

現

曹

三

受

「

還

に

襲

。
そ
の
後

8雲
織

の
）入
浴
中
」
で
、
喪
の
明
子
さ
一葉

雲

、

さ

で

あ

っ

た
。一
と
き
の
傘
鎚

の
2
則
自
に
も
手
応
え
を
ロ
に
所

（J
C）
活
動
が
政
治
家
を
ん
（
日
）か
ら
は
「
夜
風
呂
を
注
玉
夜
生
徒
が
多
加
し
、
新
聞
記
事
一
つ
弁
強
制。

後

無

す
る
。
商
法
露
の
患
で
劇
李
震
と
な
っ
ち
荷
重
警
れ
る
」
皐
異
い
す
る
。
一
主
に
小
論
文
事
く
答
弁
」
つ
一人
を
対
象
に
、

野

的

薬

事

警

れ

急

、

議

自

宅

揺

を

盛

大

護

法

ア

イ

ス

ホ

ツ

ケ

一て
の
誌
の
こ
つ
季
ん
だ
。
一

5
8

「
将
来
像
占
有
雪
。、
ど
嘉
樹
ね
た
。
一
方
、
「
活
動
に
限
界
も

l
部
で
汗
な
杭
レ
、
人
脈
や
酬
明
一
附
師
は
、
本
山
蕗
著
室
の
小
川
一税
し
た
。

ん

を
つ
け
る
か
が

ι
J
1
2るに
宣

言

宗

号

、

一

議

め

建

一く

れ

識

さ

J
C活
動

が

転

機

に

な
が
り
が
壊
の
財
穫
と
な
る
一で
も
、

小
翌
存
で
震
が
通
一
た
。
護

金

白

i
t
a
l・
、

J
l－
司J

1

「ソ
l
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
二

川

川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川

副

長
閑
供
物
謬
著
バ
箆
併
説
湾
銀
総
括
一
医
療
用
針
製
造
を
県

な
拶

nんた
。
「商
売
は
蛾
で
政
カ
を
高
め
る
た
め
、
時
間
が
あ
ま
れ
ば
闘
な
照
ム
エ
9
と
い
う
怒
一

号
室
謡
界
で
は
な
か
つ

れ

ば

暴

走

認

で

菌

を

味

の

ご

灯
照
剛
、
万
灯
照
一

タ

イ

研

修

生

設

備

や

品

自

た」
。京
都
大
そ
率
幾
し
一
度
は
閉
じ
、
で
き
れ
ば
尽
穫
す
る
。

国」

。

「
古
里
を
よ
く
し
た
一

要
識
に
。し
か
し
、
霊
を
継
行
き
警
っ
た
と
き
に
ご
番
い
」
と
い
う
思
い
を
、
さ
ら
に
一
国
の
態
｝
涯
花
盤
暴
露
一療
機
怨
メ
ン
テ
・

ぐ
た
め
1
9
8
3（昭
和
問
）年
ア
イ
デ
ア
が
湧
く
の
は
（
家
で
広
げ
て
い
く
考
え
だ
。

一

定
存
受
け
て
い
る
「
東
九
州
メ
デ

τ忽
ナ
仰
で
い
る
－

j
i
l
i
l
i
－－
j

i
－－i
r
i
－－－2
2
3
2
3
2
1

ト
i
z

一イ
カ
ル
パ
レ

lm惣
」
の
一
機
一
同
工
織
で
魅

丈
夫
の
つ
な
が
り
が
強
話
市
に
申
哀
れ
、
震
巡
締
り
を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か
」一
で
、
県
が
医
療
技
術
研
壁
吉
し
一

l
t
e

く
、
明
る
く
元
気
な
砥
悶
を
取
学
を
前
に
父
親
の
転
勤
で
平
築
と
感
じ
て
い
た
。
般
を

μて
主
て
科
存
入
れ
て
い
る
タ
イ
の
技
術
一

r』
1
1

り
戻
し
た
い
」

。
寝
過
し
て
い
県
松
戸
市
へ
。
盟
か
な
自
然
や
ざ
る
は
見
な
さ
な
り
｜
。
信
念
一
者
乏
人
が
初
日
、
日
向
市
東
郷
町
一q
F
J

く
古
墨
眺
め
、
出
馬
の
意
思
活
気
の
あ
る
砥
岡
が
好
き
で
、
に
従
い
、
市
長
選
に
臨
む
。
一
の
東
郷
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
日
向
第
2

「
I
l
l
1
1

を
固
め
た
。

3
度
闘
の
挑
戦
と
初
版
に
な
っ
て
帰
郷
し
た
。
そ
野
球
に
打
ち
込
ん
だ
中
高
6
一工
場
を
紛
れ
、
医
療
用
針
の
創
造
一

，

ν

・・

な
る
が
「
今
回
は
特
に
そ
の
恩
の
後
、

般
駐
ψ
滋
防
歪
争
よ
年
問
。
理

3
年
の
こ
ろ
に
は
石
場
常
事
し
た
。

一

川
l
！
：
t

b

p

‘

，

f
i－
－

：

‘

v

「

外
壁
左
し
て
県
穴
会
に
出
場
一
研
壁
話
タ
イ
悶
立
ラ
チ
ャ
ウ

水

道

市

山

崎

紅

葉

こ

力

し
、
露
し
た
。
し
か
し
大
会

7
テ
ィ
震
の
講
者
、
チ
ャ
ル

．
，
司
・
・－

ti
－

－1

’
d

－－

6

・
を
通
じ
て
「
チ
l
ム
で
一
人
だ
丁
ン
・
ピ
ツ
タ
レ
ツ
ク
さ
ん
話
）

い
が
強
い
」
と
カ
を
込
め
る
。

げ、

「磁
簡
の
お
い
し
い
水
を
け
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
だ
っ
た
」
と
笑
一と
ス
パ
チ
ャ
イ
・
グ
ラ
1
ロ
ッ
プ

刷
版
川
町
も
務
め
た
U
年
に
わ
市
民
に
届
け
た
い
」
と
氷
川
緩
う
。
気
難
し
く
見
ら
れ
が
ち
だ
一さ
ん
（お
）。

同
榊
想
が
掲
げ
る

た
る
市
臓
器
獅
で
、
市
民
の
仰
の
嘉
吉
力
を
尽
く
し
た
。

が
「
窓
外
と
気
さ
く
で
す
」
二
「
医
型
動
で
の
ア
ジ
ア
へ
の
民

断
、
え
や
加
盟
に
耳
な
傾
け
て
き
一
方
で
、
市
限
時
代
役
含
ス
ト
レ
ス
解
前
は
要
理
主
三
献
」
で
昨
年
目
白
月
か
ら
沼
岡
市
の

た
。
そ
の
経
験
か
ら
2
m
制
の
め
、
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
迎

ん
（印
）と
の
晩
酌
。
袋
見
と
長
一九
州
保
健
衛
祉
・穴
奪
伽
同
点
に
、
大

芭
ま
で
じ
か
に
受
主
め
、
り
な
ど
寄
り
梁
て
た
ま
ち
の
女
は
市
外
に
住
ん
で
お
り
、
一
分
大
室
脅
腐
病
院
や
需
病

即
対
応
す
る
市
良
を
自
揺
す
。

徹
子
に
「
市
民
は
今
の
征
悶
に
姿
、
母
、妹
と
4
人
怒
ら
し
。

院
で
血
液
遜
析
を
中
心
と
し
た
医

信さん（47）無・新

匠百＊斤日

い
わ
さ
き
・
ま
こ
と

1
9
6
6
（昭
和
幻
）
年
8
月、

北
九
州
市
生
ま
れ
。
福
岡
県
柳
川
高
校
卒
。
通
信
会
社
社

長
、
市
民
団
体
「
市
民
会
織
碓
間
」
代
表
。
延
岡
市
北
川
町

長
弁
。

岩崎

日山奇宮

す
ど
う
・
ま
さ
は
る

1
9
5
6
（昭
和
邑
年
1
月
生

ま
れ
。
京
都
大
工
学
部
事
。
磁
岡
野
年
会
酪
附
理
桜
門
店
、
延

岡
商
工
会
験
所
常
機
何回
な
ど
を
経
て
2
0
0
6年
か
ら
現

職
。
夜
間
市
大
賀
町
。

首藤忠良さん（64）無・新

113樋・6健問問句

お
だ
・
た
だ
よ
し

1
9
4
9（昭
和
似
）年
2
月
生
ま

れ
。議

長

率

。

回
（昭
和
臼
）年
に
幹
事
務
所
長
立

し
た
。何
年
に
砥
岡
市
総
初
当
選
。2
01
2
年
5
月
か
ら
日

年
U
月
ま
で
市
餓
会
刷
機
長
を
務
め
た
。
証
岡
市
大
野
町
。

小田
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。l贋太平枠連携随定＜TPPlには、 5項目が冨蹴として守られるなら多加してもよいか
＠｜且宜への回別所得掲慣闘.!l!L:I埠持すベ宮か

012018隼度をめどとするコメの生直震聾僧お廃止に質成か
~I第根底次カ晦露復興につIJ.blると思うか

""".61ll軍膏伝鳥飼に対するS内の車庫前寵対績は十分か
@1111猶寵置が鍵〈中、橡奥寄与への支E置は手厚くするべきか
＠｜安~18131慣が目指す、 IO年以内のuの所帯留増は実現可能か
田崎4減土な血買を蜜興すべし．有価星通幽誌により、有掴貨を鋼する．
百預・＠地J!I的に鋭機偉大が障しい地域む吾し、．気皐環境や地形智明地埠符住を随まえるべ曹．
小図..・

R11!1廊不足を解闘するために一座盤貴抑制政援峰音色劫るべきか
＠｜舟悶保険制を蹄えるた曲、給付園町田町負担割合を泊やすべきか

0lllll!J!格である升踊福祉士の給料は偲いと思うか
＠｜舟m惇強制度から f現宜II.Iを切り服すことに賞鼠か
＠｜宵児体損3年は『女性が嶋君続廿られる社告づくりJに有効か
＠｜陣曹同町盟JPJ娘止Uil~制定すベ容か

市亙＠｜阜市E冊閣の宜鎗贋件を厳賂化すべ曹か
司＠｜也河辺風の'J:ll国何唱が聾当だと思うか
司＠｜高12踊置化に所岡修限を眼目たことは妥当か
・・01睡眠員は晶ず自の丸〈向かつて組立L内包がftを斉唱すべ宮か
GI~贋紅体罰はあると思うか

＠｜教育行政のIll!的な決定橿期は①宮島軍撤胃袋貴金のどちらが葺当か
宮崎・・-S＇僅eの信抵綿剖を温風して、組蜂選択の自由を布置する品聖がある．
百筒噂生活保思の要件を厳格化ずるより、実窓怒沼をしっかりで曹るような組峰体舗が必要．
小田・－

8IU特定財榎町一般財橿化は今後も値持すベ吉か
018!壷聖位入してでt..席司区別ス路線は維持すベ害か
81＞主揮に訴斡蝿の聾傭は畠要だと思うか
＠｜睡刊を起るJRの置illじ高沼化を適時るべきか
RIll'阜の公共事需はさらに増やすべ曹だと思うか
R110匁以内に九洲町東西陪盤は解積されると思うか
＠｜巨・の買用がlJIかるような鶴田インフラ盛舗は行うベ曹か
＠｜圃測トラフ巨大地畠を思定したJl1j斑対策の防曹は血部蓮保すベ宰か

岩蝿＠市Rom薗同E壇適する公共工・Eのみ野可す晶．揖駄ti.・車川4堅日理ずる．
首班〈自主ら草る公共事績は必要かという鼠蹟噂I無理ある．値溺の・毘の足奔を働ずるべ哩．
1Jl(B・・ 

RI安摺政帽のE鏑敬策は市h:lt直しているか

~12020匁のuオリンピックは市に車庫をもたらすか
＠｜怪人脱串＇L:l<.<I汚1~.！：11るベ占市入＠号l宮下砂るべきか
＠｜博外からの労働力概λは訟大ずベ宮か
RI克服慢な晶凪組担聞凪繊属すべ盆和 、
＠｜鞠値上昇串29'ゆ目楓を掲げ＇kことは妥当由主
81非正脱届周の弘大に鎚瓜か
⑪｜開内の畳低賞金Id邸4円だill..＋分だと思うか
世崎・＠ドイツと同じように年初日以上の休暇が置掴されるようにした同
首際・＠オリンピックや高速遭砲の効県在由回世的に肝愉するより、成却に結びつける努力を．
小田・

01中比~問地の掻興績を拘っているか
＠阪府観鹿川廊止"1"べ曹と弔出えるか
両院刑判決均時孔られる車件は税制圃蛾精鋭鹿町対位外とすべ宮か

'@I国内での力ロノ世由怪化すベ告か
•l＊凍へのカジノ麟置に貧鼠か
＠｜輔阻脇曹保a法のほ立は過度な情鰻践調につながると思うか
＠｜夫婦がそれぞれの蛙世芭量る夫婦尉鐙は認めるべきか

＠｜闘世舟土の脂燭凪Uめるべ脅か

＠｜宜佳夫畠は底的るぺ容か

＠｜宜世血燥が館凋後も畠箆に甥る f女性宮まJr.訟に買民か
世蝿・-emの可髭性をゼロにすることはで曹ない現状では、死烈はで曹なも、
首II・・電珊定16密樺庫区諸行に鳳し‘実質的担チェック篭沼を符つ曹三宮祖混の＆置を期待する．
小包...

事南画属した澗何置のころか

＠｜政治軍としての理由引過年歯は向車か

4111＆笹の自公敬帽に点耳置を付崎るなら.100車中何点tJ>
$l1J!皿肢を評価するか
81111>寄宿する政治~L:I
Cl臼卦を匡史上のA鞠にたとえると橿か
可戸81生車れ覆わったら．おりたμ埴買は
一＠｜市畏を弱めるに出たっての日分の強み肱

＠｜政治置$を損芋1文字で捜すと伺という字か
世蝿＠しがらみがないので!JO本的苦革を断行できる．
首冨＠自分の強みは-a恒人だったころに身に付けた市民感覚と経営感S弘幸惑な底値刊と人民．
小田ー
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O

一A
一x
一x
一x
一x
一×一×

£01は仇 畳互主そう思う、など
以］いいえ、反対、そう思わ品、、館当駐し、 f.Jど
弘］どちらでむ晶、わから晶、などI ［－］問阻害郎、など
出密書祖左から屈町出願し置骨密
自由E避は項目ごとに正直で遺沢し回茜射さきめる

書2
個~

副画面雇瓦副凶雌Jを！？ん引する縄点都市として両訴を果たしユtいるか一 「ττ
＠｜『平底的大歯師』櫨に．陶画める究属は図られているか I x 
③lさらなる市町村合併は必JM I × 
cI・IJU!llは今撞．どの程盛期眠ずるべきか｛何で｝ I 309' 
⑤｜健会主所の・llldさらに厳らすべ書か I O 
＠｜市の行制政敵置は温んでいるか ｜ × 

<7>1市吻立地色黛への助鼠銅虚は村掛 ・ ｜ × 

<a>lmの情岨公開は過んでいるか ｜ × 

<B>Iこの4年mの市政に点撤寄付材るなら100点中伺点か , I 10点
＠｜市鶴告蘭闘の定憶は適正か ｜ × 

⑪｜東九州自動車週宮崎－~t;Mi開通に向けた掴慣は十分古 I x 
⑫｜小中学授の抗廊告をさらに週劫るべ脅か I x 
岩筒唖冶〈迎車匙b、不当/.J!llllり不調軍部長〈、現現の自由と由民主植が毒事置されていなも、
首晦q混同illは県~tQ)リーダーとしての位置にある拡さらに史力在高め理盟を目指した凶

’N酒
＠｜偶蹄から多湿と勾えるか I 3期 ｜ 4期
⑪｜書道は髭揖で観限すベ曾か I o I t> 
⑬l遣事や最治活動でイン9ーネットを重視しているか I 0 I A 
＠｜毒事橿年歯は引き下げた方合tいいか I o I × 
®I国政選•t<:詰げる f l •·の情墾J Id何倍まで許されるか 。 ｜ 2恒 ｜ 2世

⑮l温州割を埠入すベーか I o I o 
01市町制への附置・財舗の棒鋼拡今憧さらに過曲るべきか I o I o 
＠｜島量方交付自Eをa止Lハ罰置aを地方臨佑ずる姐暗えに員底か I o I x 
世蝿
苗司’4腿州鋼という冒mだ＇I：才会』人s視eしている．地方H慌2遺鮒揖への鼠畠が畠要である． 
lj、回ー

司忌粧の咽糊ると執るか

@l re・咽風車』怠ど縄11た 9~良国注正に昆鼠か
＠陥>flで、即金骨改憲発組要件の『3分骨2』から干さ尋麗jへの変更＇Ii'.質成か
RIDに天Jiを『元首jと明記すべきか
$(Jllil削自画胞の時世硲容認されるぺ曹か

t≫I阻民b喧接役圃で首相を置.3<噌稽公選制』は規久すべ曹か
自・事＠民主的な怪油国軍で地民置に応じて伝僚は変更される．量産む防予では4品、
首匝唾妙tl.＜ とも環境や人情といったj｝~で． 現代日本のあるべ曹盗の斬記遥は必要である．
小島··•信改正”については、国国語姐員会窃治で決定すべき雪もので、コメントは坦Eえた凶
RI持交Q)・匝Eは米国と7'/7のどちらに詰くべきか
＠｜在日米軍拡繕小させていくべ宮か

面1°＇＇仲縄の負担虹純在図るベ容か
＠｜米軍園東llllJil行場は辺野古へ.1n11ずべきか
⑪｜斬思植送揖のオスプレイ置織は紳縄脚本で費砂入れるべ曹か

h咽＠｜日本は匝民劇を惇有すベ曹か

四＠I~捌断、の店構制扱は線廿るべきか
岩舗・＠外鹿間咽訟が阻留し、始丹II;憎がある限り、日本は組立国とはいえなし、
首薗・・＜！抹瓜ア＇／7ともに日滋との関速剖視L、双方を視野に入訓た戦崎的事元外交をすベ曹． 
小回句．．固金峰圃カ羽企で訣定す

RI目＇＊＇眠す．など完の大眠岨日 2伝によ晶橿略酷＂＇だつたと思うか
箇<!ii個魁賢贈闇で旧自柑による幽適行は島つたと思う会‘ 
＠！首相や姐置の靖国縛社公式鯵”に貰鼠か

l岨 喧喧山

首曹・・股煩としたllllを買事つつ．世界の理解を骨る努力を強化して亙立化を筋ぐべきで晶る．
小図E・問金風置が国告で提起すぺ曹むので、コメントは控えたい．

R14月h:B弘初IS匁10月に叩%とする網員増臨ζ貧民か ， 
@I I晴%への号I~土げは経贋描慨を見て判断すべきか
$1将来剖に、踊買il!J;tl0%以上にする必要剤あるか
＠｜創毘掴俊卦時世長I•への低周はS守されるか
ot特定の品目への岡賢悦騒誕段躍は混入すベ舎か
岩骨·if温工しτいtl.~'4槌食科畠障再置践にすること． ・是主の偲鼠．
首膏”将来冊描桂レベルE圃の風諭と世せて由民ftlllの組組をすることで情置段水置のR望をe
小回国企鼠且b潤舎で伐定すべきもので．コメント拡霊えたb、
@I帯条的に.llmRを目指すベ曹か。l原子力鵬霊園虻よって安全勧可臨された聞は‘耐震．肘べきか
＠同気潤金均鳴くf.Jってでも厨エネルギーは描進すべきか

＠｜電力自由%をより一勝進めるべ曹か

＠団車島県:flスm蝉リ出量m滅で防年度凶ι抑に桂過した政府自信は量当か
岩崎
首富山檀化天錦ガス（LNG＞なとの抽入で買易収支部..の校祝．段階的な原毘依存軍揖を目指すベ曹と考える．
1J!il・・国由値民治明会で決定すべきむので、コメントは笠えた凶
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